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い
よ
い
よ
創
立
百
周
年

で
す
。
百
周
年
事
業
に
関

す
る
情
報
を
色
々
と
お
伝

え
し
た
い
の
で
す
が
紙
面

の
都
合
で
か
な
い
ま
せ
ん
。

H
P
で
出
来
る
だ
け
詳
し

く
お
伝
え
し
ま
す
の
で
是

非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

母
校
の
特
集
が
産
経
新

聞
に
二
月
四
日
と
十
八
日

に
掲
載
さ
れ
、
西
日
本
新

聞
に
は
福
高
讃
歌
と
し
て

現
在
連
載
中
で
あ
り
ま
す
。

大
隅
先
輩
の
ノ
ー
ベ
ル
賞

受
賞
等
々
で
、
福
高
は

色
々
と
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
の
創
立
百

周
年
事
業
で
す
。
是
非
、

成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

 
 
- 

編
集
後
記 

-

 

厄
払
会 

平
成
二
十
九
年
度

去
る
一
月
二
十
八
日
、

恒
例
の
厄
払
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
数
日
前
よ

り
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
猛

威
を
ふ
る
い
残
念
な
が
ら

当
日
参
加
い
た
だ
け
な

か
っ
た
方
も
数
名
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
厄
年

で
あ
る
高
46
回
か
ら
高
48

回
の
男
性
、
高
55
回
か
ら

高
57
回
の
女
性
、
還
暦
を

迎
え
ら
れ
た
高
28
回
の
先

輩
に
て
櫛
田
神
社
に
お
い

て
厄
払
い
の
神
事
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
は
大
阪
屋
に
場

所
を
移
し
、
来
賓
の
方
々

や
年
男
年
女
の
高
40
回
の

先
輩
も
含
め
五
十

名
近
い
方
々
の
ご

参
加
に
て
直
会
を

開
催
い
た
し
ま
し

た
。
男
性
の
前
厄

で
あ
る
高
48
回
の

余
興
、
裃
に
身
を

包
ん
だ
還
暦
の
高

28
回
の
先
輩
方
の

豪
快
な
豆
ま
き
な

ど
で
盛
会
の
う
ち

に
直
会
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し

た
。不

慣
れ
な
点
も

多
く
不
手
際
も

あ
っ
た
か
と
思
い

ま
す
が
、
皆
様
の

ご
協
力
に
よ
り
無
事
幹

事
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
深
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

還
暦
学
年
高
28
回

前
厄
高
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回

高
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ついに創立百周年

 

1 

管
理
職

転
出

教
頭岡

本 

圭
吾

 
（
修
猷
館
）

転
入

教
頭高

之
口 

勝
幸

 
（
玄
界
）

 

高
33
回

 

2 

一
般
・
事
務
室

退
職

事
務
次
長

山
﨑 

彰

昇
任

事
務
次
長

吉
岡 

数
典

再
任
用

数
学青

柳 

秀
行

 

高
27
回

理
科（
物
理
）

森 

輝
治

 

高
26
回

保
健
体
育

進
藤 

弘

岩
熊 

昌
毅

 

高
27
回

外
国
語

森
山 

英
治

 

高
23
回

転
出

国
語中

村 

公
子

 
（
筑
紫
丘
）

数
学三

好 

洋
一
郎

 （
香
住
丘
）

 

高
41
回

理
科（
科
学
）

大
山 

隆
光

 （
福
岡
工
業
）

外
国
語

世
戸
口 

辰
也

 （
修
猷
館
）

転
入
・
新
規
採
用

国
語越

智 

由
美

 

（
新
宮
）

 

高
32
回

数
学相

田 

信
子

 

（
玄
洋
）

理
科（
化
学
）

大
澤 

良
介

 

（
新
採
）

外
国
語

香
田 

夏
美

 
（
門
司
学
園
中
）

事
務
職
員

　主
事

坂
梨 

幸
乃

（
久
留
米
市
立
宮
ノ
陣
小
学
校
）

　
　

 

3 

講
師
等

転
出

公
民有

安 

風
嘉

 
（
稲
築
志
耕
館
）

 

（
新
採
）高
63
回

理
科（
化
学
）

井
手 

祥
吾

 

（
明
善
）

保
健
体
育

森 

翼

 
（
福
岡
中
央
）（
新
採
）

転
入
等

地
歴
・
公
民

渡
部 

晃
久

 （
常
勤
講
師
）

公
民國

松 

勲

 

（
非
常
勤
）

数
学石

井 

貴
代
巳

 （
非
常
勤
）

理
科（
化
学
）

前 

賢
生

 
（
常
勤
講
師
）

理
科（
化
学
）

今
林 

頼
信

 
（
非
常
勤
）

 

高
23
回

理
科（
物
理
）

辻 

悟

 

（
非
常
勤
）

保
健
体
育

鈴
木 

颯
汰

 
（
非
常
勤
）

芸
術（
美
）

砂
川 

清
夏

 
（
非
常
勤
）

芸
術（
書
）

吉
村 

春
香

 
（
非
常
勤
）

情
報森 

美
穂

 

（
非
常
勤
）

E
A
S（
英
語
活
動
指
導
員
）

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
メ
イ
ベ
リ
ー

敬
称
略

人
事
異
動
に

　
　つ
い
て

人
事
異
動
に

　
　つ
い
て

平
成
二
十
九
年
度

藤　和義福中・福高
同窓会会長

母
校
福
岡
高
校
の
あ
る

潟
洲
町
千
代
松
原
の
地

は
、
大
正
六
年
の
開
校
以

来
、
「
至
誠
励
業
」
「
剛

健
成
風
」
「
操
守
堅
固
」

の
校
訓
を
心
に
刻
ん
だ
四

万
余
の
卒
業
生
が
、
修
行

の
汗
と
涙
を
流
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
ら
同

窓
生
の
歩
み
、
想
い
出

は
、
艱
難
辛
苦
を
の
り
越

え
積
み
重
ね
て
き
た
そ
の

人
生
の
足
跡
と
一
緒
に

な
っ
て
大
き
な
山
と
な

り
、
福
中
・
福
高
の
歴
史

と
し
て
こ
の
地
に
聳
え
て

い
ま
す
。

創
立
百
周
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会
が
発
足
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
準
備
活
動
が

開
始
さ
れ
た
の
は
、
五
年

前
、
新
宮
松
比
古
さ
ん
が

会
長
に
就
任
さ
れ
た
年
で

し
た
。
実
行
委
員
会
で
は

和
気
藹
々
の
う
ち
に
も
熱

の
入
っ
た
論
議
が
繰
り
返

さ
れ
、
一
歩
一
歩
前
に
進

ん
で
き
ま
し
た
。
事
業
の

完
成
を
あ
ん
な
に
楽
し
み

に
さ
れ
て
い
た
新
宮
会
長

の
心
残
り
を
察
す
る
と
胸

が
痛
く
な
り
ま
す
が
、
よ

う
や
く
到
達
点
が
見
え
て

き
て
、
今
年
の
記
念
式
典

ま
で
漕
ぎ
つ
け
ら
れ
た
こ

と
を
、
今
は
素
直
に
喜
び

た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
三
月
に

「
福
岡
県
指
定
有
形
文
化

財
」
と
な
っ
た
本
館
校
舎

は
、
百
周
年
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
保
存
と
耐
震

補
強
を
兼
ね
た
大
規
模
改

修
工
事
を
、
平
成
二
十
八

年
度
に
終
え
ま
し
た
。
文

化
財
補
修
工
事
は
原
型
・

原
色
に
復
す
る
こ
と
を
基

本
と
し
ま
す
の
で
、
補
修

の
必
要
な
い
箇
所
は
そ
の

ま
ま
残
し
て
い
ま
す
。
結

果
と
し
て
、
補
修
箇
所
と

旧
来
の
壁
面
が
ち
ぐ
は
ぐ

な
斑
模
様
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
「
経
年
変

色
」
に
よ
り
す
べ
て
の
壁

面
色
は
調
和
す
る
見
込
み

で
す
。
平
成
三
十
年
に
は

百
周
年
記
念
事
業
の
メ
イ

ン
で
あ
る
「
記
念
講
堂
」

の
建
設
整
備
に
と
り
か
か

り
ま
す
が
、
そ
の
完
成
と

旧
校
舎
の
重
厚
な
色
合
い

の
復
活
が
重
な
り
調
和
す

れ
ば
こ
れ
ほ
ど
嬉
し
い
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

八
十
年
以
上
の
歴
史
を

持
つ
学
校
法
人
・
福
高
研

修
学
園
は
、
県
内
の
高
校

付
設
の
予
備
校
が
す
べ
て

閉
校
と
な
っ
た
後
も
二
十

年
以
上
存
続
し
て
き
ま
し

た
が
、
時
代
の
波
に
は
抗

し
得
ず
、
平
成
二
十
八
年

度
か
ら
生
徒
募
集
を
停
止

し
て
、
学
校
法
人
解
散
と

閉
園
の
手
続
き
を
進
め
、

平
成
二
十
九
年
三
月
末
を

も
っ
て
す
べ
て
の
法
的
処

理
が
終
了
し
、
正
式
に
そ

の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
長

年
福
岡
高
校
と
一
体
と

な
っ
て
福
高
生
の
進
学
志

望
を
支
え
続
け
て
き
た
学

園
が
、
百
周
年
の
年
に
そ

の
幕
を
閉
じ
る
こ
と
に
な

る
と
は
、
「
も
っ
と
存
続

し
て
欲
し
か
っ
た
」
と
い

う
関
係
者
の
声
と
と
も

に
、
熱
く
胸
に
せ
ま
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
学
園
の

校
舎
は
取
り
壊
し
ま
す

が
、
敷
地
は
福
岡
県
に
寄

付
し
、
記
念
講
堂
の
用
地

と
し
て
活
用
さ
れ
、
永
く

福
中
・
福
高
の
歴
史
に
名

を
遺
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。創

立
百
周
年
記
念
事
業

の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、

多
く
の
方
々
の
ご
支
援
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
ま
た
、
全
国
各
地

か
ら
沢
山
の
浄
財
を
寄
せ

て
く
だ
さ
っ
た
同
窓
皆
様

の
お
陰
で
資
金
計
画
も
目

標
到
達
ま
で
今
一
歩
の
と

こ
ろ
で
す
。
今
も
毎
日
、

同
窓
会
事
務
局
へ
の
振
り

込
み
が
続
い
て
お
り
、
皆

様
の
母
校
を
想
う
気
持
ち

の
強
さ
に
励
ま
さ
れ
て
い

ま
す
。
重
ね
て
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
し
て
挨
拶
と

致
し
ま
す
。
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寄附金卒業回別集計表
平成29年4月30日

卒業回
学年目標額 実績計

実　績
財団分 ふるさと一般分

金　額
卒業回

学年目標額 実績計
実　績
財団分 ふるさと一般分

金　額

中14
中15
中20
中21
中22
中23
中24
中25
中26
中学計
高1
高2
高3
高4
高5
高6
高7
高8
高9
高10
高11
高12
高13
高14
高15
高16
高17
高18
高19
高20
高21
高22
高23
高24
高25
高26
高27
高28
高29
高30
高31
高32
高33

1,031,170

300,462

50,000

1,000,183

320,108

200,042

105,000

2,035,000

300,000

5,341,965

406,339

5,340,000

6,618,282

5,059,000

4,035,000

4,470,000

6,900,000

7,815,000

11,408,000

7,100,000

5,944,555

6,265,000

6,000,000

4,485,000

6,841,000

12,958,000

6,301,000

4,730,000

5,678,000

8,376,500

6,195,500

4,571,000

5,480,000

5,685,000

8,010,225

7,150,000

7,760,000

7,917,100

5,441,000

7,208,000

6,011,000

9,280,000

5,890,000

10,000,000

4,500,000

4,500,000

4,500,000

5,000,000

5,000,000

5,000,000

5,500,000

5,500,000

5,500,000

5,500,000

6,000,000

6,000,000

6,000,000

6,000,000

6,000,000

6,000,000

6,000,000

6,000,000

6,000,000

6,500,000

6,500,000

6,500,000

6,500,000

6,500,000

6,500,000

6,500,000

6,500,000

6,500,000

6,500,000

6,500,000

6,500,000

6,500,000

6,500,000

1,031,170

300,462

300,183

270,108

200,042

2,101,965

406,339

1,800,000

300,000

500,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

4,300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

50,000

105,000

535,000

300,000

990,000

0

2,370,000

2,000,000

1,500,000

1,445,000

290,000

5,040,000

2,470,000

5,120,000

3,100,000

1,403,555

1,705,000

1,800,000

15,000

1,800,000

5,035,000

1,783,000

830,000

2,281,000

2,728,000

1,910,500

0

0

715,000

2,015,225

1,698,000

1,950,000

2,437,900

1,693,000

1,418,000

1,435,000

1,950,000

1,250,000

50,000

700,000

1,500,000

2,250,000

1,170,000

4,318,282

3,059,000

2,290,000

3,880,000

1,560,000

5,045,000

5,988,000

3,700,000

4,241,000

4,260,000

3,900,000

4,170,000

4,741,000

3,623,000

4,218,000

3,600,000

3,097,000

5,348,500

3,985,000

4,271,000

5,180,000

4,670,000

5,695,000

5,152,000

5,510,000

5,179,200

3,448,000

5,490,000

4,276,000

7,030,000

4,340,000

高34
高35
高36
高37
高38
高39
高40
高41
高42
高43
高44
高45
高46
高47
高48
高49
高50
高51
高52
高53
高54
高55
高56
高57
高58
高59
高60
高61
高62
高63
高64
高65
高66
高67
高68
高校計
嘯月会
企業
個人等

福高
研修学園

合計

2,600,000

3,390,000

4,880,000

5,762,222

4,645,784

4,410,000

5,540,000

5,643,002

3,480,000

3,655,000

4,139,849

3,734,000

1,705,000

1,995,000

3,215,000

1,815,000

1,640,000

500,108

680,000

50,000

630,000

180,000

0

1,500,000

350,000

145,000

0

300,000

5,000

250,000

0

0

0

0

0

280,169,466

3,350,000

40,900,000

13,710,000

13,582,800

357,054,231

6,500,000

6,500,000

6,500,000

6,500,000

6,000,000

6,000,000

5,500,000

5,500,000

5,000,000

5,000,000

4,500,000

4,500,000

4,000,000

4,000,000

3,500,000

3,500,000

3,000,000

3,000,000

2,500,000

2,500,000

2,000,000

2,000,000

1,500,000

1,500,000

1,000,000

1,000,000

1,000,000

800,000

800,000

200,000

301,300,000

5,000,000

77,000,000

393,300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

21,106,339

3,500,000

26,708,304

716,450

831,600

430,000

1,212,222

1,372,349

770,000

1,690,000

1,651,000

670,000

1,235,000

1,123,849

1,098,510

160,000

385,000

765,000

0

700,000

100,000

0

50,000

157,500

95,000

0

500,000

0

0

0

0

10,000

76,911,660

200,000

5,520,000

13,582,800

97,204,460

1,583,550

2,258,400

4,150,000

4,250,000

2,973,435

3,340,000

3,550,000

3,692,002

2,510,000

2,120,000

2,716,000

2,335,490

1,245,000

1,310,000

2,150,000

1,515,000

640,000

100,108

680,000

0

472,500

85,000

0

1,000,000

350,000

145,000

0

300,000

5,000

240,000

182,151,467

3,350,000

40,700,000

4,690,000

233,141,467

（高17）吉 野 　 正

弁 護 士

中央区大名２－４－30
西鉄赤坂ビル６階

Tel ７５１－６００１

弁護士 （高18）白垣 政幸

白垣法律事務所

古賀市青柳3476－17
TEL 092－940－0052

黙　祷
１ 開会の辞 
２ 会長挨拶 （会　長　藤　和義）
３ 特別顧問挨拶 （校　長　井上拓夫）
４ 平成29年度　福中・福高同窓会常任幹事会 
Ⅰ．議　事 
　１号議案）平成28年度　会務報告 （幹事長　堺　知行）
　２号議案）平成28年度　決算並びに監査報告 （会　計　福本正司）
 （監　査　鶴田弘人）
　３号議案）規約改正について （幹事長　堺　知行）
　４号議案）平成29年度　会務予定 （幹事長　堺　知行）
　５号議案）平成29年度　予算案 （会　計　福本正司）
　Ⅱ．報告・連絡事項 
　（１）公益財団法人福中･福高同窓会奨学財団 （事務局長　福本正司）
　　　　　　　　　　　　　　決算及び予算 
　（２）平成29年度同窓会総会　6月11日（高53回） 於：国際会議場
　（３）第39回ゴルフ大会　9月8日（高48回） 於：福岡カンツリー倶楽部和白コース
　（４）第49回紅梅会総会　11月26日（高53回） 於：ソラリアホテル
　（５）嘯月会総会　6月11日（高51回） 於：国際会議場
５ 第５回募金推進委員会 
　Ⅰ．創立百周年記念事業進捗状況 
　（１）記念事業予算 （参事兼事務長　鶴岡　始）
　（２）募金状況報告 　（募金推進委員長　川原正孝）
　（３）今後の対応（スケジュール等） （募金推進副委員長　矢谷　学）
　Ⅱ．創立百周年記念行事について 
　（１）慰霊祭のご案内 （慰霊祭担当　藤崎　忠）
　（２）チケットについて （副校長　花田亮二）
　（３）創立百周年関係行事について （副校長　花田亮二）
６ 質疑応答
７ 閉会の辞

平成29年度　福中・福高同窓会常任幹事会次第

収入の部

支出の部

福中･福高同窓会 
平成28年度収支報告書及び平成29年度予算書

資料はHPに掲載します。

常
任
幹
事
会
報
告

平
成
二
十
九
年
度
福
中
・

福
高
同
窓
会
常
任
幹
事
会
並

び
に
第
五
回
募
金
推
進
委
員

会
が
四
月
二
十
日
に
福
岡
高

校
講
堂
に
於
い
て
出
席
者
百

八
十
五
名
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
最
初
に
三
月
に
急
逝
さ

れ
ま
し
た
白
石
正
彦
副
会
長

を
初
め
と
す
る
物
故
同
窓
生

に
黙
祷
を
捧
げ
、
常
任
幹
事

会
が
始
め
ら
れ
、
藤
和
義
同

窓
会
会
長
が
「
百
周
年
ま
で

二
ヶ
月
と
な
り
、
募
金
も
好

調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。
こ

の
ま
ま
順
調
に
諸
行
事
を
行

え
ま
す
よ
う
に
今
後
も
益
々

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
」
と
挨
拶
さ
れ
た
。
次

に
特
別
顧
問
井
上
拓
夫
校
長

が
管
理
職
紹
介
と
、
四
月
二

十
六
日
の
修
猷
館
と
の
ラ
グ

ビ
ー
と
野
球
の
百
周
年
招
待

試
合
・
平
成
二
十
八
年
度
入

試
状
況
・
平
成
二
十
九
年
度

諸
行
事
に
つ
い
て
報
告
と
挨

拶
を
さ
れ
ま
し
た
。

Ⅰ
　
一
号
議
案
か
ら
五
号

議
案
に
つ
い
て
各
担
当
役
員

か
ら
詳
細
な
説
明
が
さ
れ
拍

手
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
。

Ⅱ
　
報
告
・
連
絡
事
項
　

（
1
）
公
益
財
団
法
人
福
中

･
福
高
同
窓
会
奨
学
財
団
の

決
算
及
び
予
算
：
藤
会
長
よ

り
「
公
益
財
団
法
人
は
同
窓

会
の
支
援
な
し
で
は
成
り
立

た
な
い
の
で
、
今
年
度
か
ら

常
任
幹
事
会
で
き
ち
ん
と
会

計
報
告
し
ま
す
。
」
（
2
）

平
成
二
十
九
年
度
同
窓
会
総

会 

（
3
）
第
三
十
九
回
ゴ
ル

フ
大
会 

（
4
）
第
四
十
九
回

紅
梅
会
総
会 

（
5
）
嘯
月
会

総
会
の
件
が
報
告
さ
れ
た
。

第
五
回
募
金
推
進
委
員
会

の
議
事
に
入
り
、
創
立
百
周

年
記
念
行
事
に
つ
い
て

（
1
）
慰
霊
祭
ご
案
内
、
花

田
副
校
長
が
（
2
）
記
念
講

演
会
チ
ケ
ッ
ト
の
件
と
、

（
3
）
創
立
百
周
年
関
係
行

事
：
記
念
招
待
試
合
・
記
念

福
高
祭
・
慰
霊
祭
・
記
念
式

典
・
記
念
講
演
・
記
念
体
育

祭
の
説
明
を
さ
れ
ま
し
た
。

創
立
百
周
年
記
念
事
業
進
捗

状
況
：
（
1
）
記
念
事
業
予

算
：
鶴
岡
参
事
兼
事
務
長

（
2
）
募
金
状
況
報
告
：
川

原
募
金
推
進
委
員
長
「
二
〜

四
月
で
四
千
五
百
万
円
集
ま

り
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
納
税

は
六
月
末
迄
後
二
ヶ
月
で
四

千
八
百
万
円
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
（
3
）
今
後
の
対

応
：
「
納
入
を
約
束
さ
れ
未

納
の
学
年
は
六
月
中
に
納
め

て
下
さ
い
。
百
周
年
の
募
金

は
十
二
月
末
が
締
切
で

す
。
」
質
疑
応
答
後
、
堺
幹

事
長
よ
り
、
「
朝
ぼ
ら
け
は

ど
う
や
っ
て
も
ら
え
る
？
百

周
年
っ
て
何
？
と
い
う
質
問

が
あ
り
ま
し
た
が
、
同
窓
会

の
基
本
は
学
年
で
す
の
で
、

常
任
幹
事
を
中
心
に
協
力
し

て
学
年
を
活
発
化
し
て
全
体

を
盛
り
上
げ
て
下
さ
い
。
今

後
も
同
窓
会
へ
の
ご
理
解
と

百
周
年
募
金
目
標
達
成
を
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
」
と
挨
拶
し
、
拍
手
の

う
ち
常
任
幹
事
会
と
第
五
回

募
金
推
進
委
員
会
は
終
了
し

た
。
会
場
を
学
生
食
堂
に
移

し
小
林
彰
名
誉
会
長
の
乾
杯

の
発
声
で
懇
親
会
が
始
ま
り

和
気
藹
藹
で
懇
親
が
さ
れ
ま

し
た
。
最
後
は
今
年
卒
業
の

第
69
回
生
副
常
任
幹
事
谷
川

優
也
君
の
万
歳
三
唱
で
お
開

き
に
な
り
ま
し
た
。

進行（事務局長　岩熊昌毅）

取締役会長

代表取締役

管 理 部 長

（中 21）

（高 27）

（高 37）

堺　憲一
堺　知行
堺　幸高

東区三苫 6 丁目 4－1
Tel　６０６－７８４４
Fax　６０６－３６０８

博多区上川端町11－286
Tel ２９１－３０８１㈹

代表取締役会長
（高 3 ）吉 川 礼 蔵

代表取締役社長
（高38）吉 川 和 毅

株式会社みどりや佛壇店（株）杉田写真館
杉 田 　 守

本　店
博多区上川端14-19  Tel 291-0683㈹
事務所
博多区上川端 1 -18  Tel 291-8000㈹

（高 ５ ）

（高7）

第111号平成29年5月15日 （2）福高通信 朝 ぼ ら け



寄附金卒業回別集計表
平成29年4月30日

卒業回
学年目標額 実績計

実　績
財団分 ふるさと一般分

金　額
卒業回

学年目標額 実績計
実　績
財団分 ふるさと一般分

金　額

中14
中15
中20
中21
中22
中23
中24
中25
中26
中学計
高1
高2
高3
高4
高5
高6
高7
高8
高9
高10
高11
高12
高13
高14
高15
高16
高17
高18
高19
高20
高21
高22
高23
高24
高25
高26
高27
高28
高29
高30
高31
高32
高33

1,031,170

300,462

50,000

1,000,183

320,108

200,042

105,000

2,035,000

300,000

5,341,965

406,339

5,340,000

6,618,282

5,059,000

4,035,000

4,470,000

6,900,000

7,815,000

11,408,000

7,100,000

5,944,555

6,265,000

6,000,000

4,485,000

6,841,000

12,958,000

6,301,000

4,730,000

5,678,000

8,376,500

6,195,500

4,571,000

5,480,000

5,685,000

8,010,225

7,150,000

7,760,000

7,917,100

5,441,000

7,208,000

6,011,000

9,280,000

5,890,000

10,000,000

4,500,000

4,500,000

4,500,000

5,000,000

5,000,000

5,000,000

5,500,000

5,500,000

5,500,000

5,500,000

6,000,000

6,000,000

6,000,000

6,000,000

6,000,000

6,000,000

6,000,000

6,000,000

6,000,000

6,500,000

6,500,000

6,500,000

6,500,000

6,500,000

6,500,000

6,500,000

6,500,000

6,500,000

6,500,000

6,500,000

6,500,000

6,500,000

6,500,000

1,031,170

300,462

300,183

270,108

200,042

2,101,965

406,339

1,800,000

300,000

500,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

4,300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

50,000

105,000

535,000

300,000

990,000

0

2,370,000

2,000,000

1,500,000

1,445,000

290,000

5,040,000

2,470,000

5,120,000

3,100,000

1,403,555

1,705,000

1,800,000

15,000

1,800,000

5,035,000

1,783,000

830,000

2,281,000

2,728,000

1,910,500

0

0

715,000

2,015,225

1,698,000

1,950,000

2,437,900

1,693,000

1,418,000

1,435,000

1,950,000

1,250,000

50,000

700,000

1,500,000

2,250,000

1,170,000

4,318,282

3,059,000

2,290,000

3,880,000

1,560,000

5,045,000

5,988,000

3,700,000

4,241,000

4,260,000

3,900,000

4,170,000

4,741,000

3,623,000

4,218,000

3,600,000

3,097,000

5,348,500

3,985,000

4,271,000

5,180,000

4,670,000

5,695,000

5,152,000

5,510,000

5,179,200

3,448,000

5,490,000

4,276,000

7,030,000

4,340,000

高34
高35
高36
高37
高38
高39
高40
高41
高42
高43
高44
高45
高46
高47
高48
高49
高50
高51
高52
高53
高54
高55
高56
高57
高58
高59
高60
高61
高62
高63
高64
高65
高66
高67
高68
高校計
嘯月会
企業
個人等

福高
研修学園

合計

2,600,000

3,390,000

4,880,000

5,762,222

4,645,784

4,410,000

5,540,000

5,643,002

3,480,000

3,655,000

4,139,849

3,734,000

1,705,000

1,995,000

3,215,000

1,815,000

1,640,000

500,108

680,000

50,000

630,000

180,000

0

1,500,000

350,000

145,000

0

300,000

5,000

250,000

0

0

0

0

0

280,169,466

3,350,000

40,900,000

13,710,000

13,582,800

357,054,231

6,500,000

6,500,000

6,500,000

6,500,000

6,000,000

6,000,000

5,500,000

5,500,000

5,000,000

5,000,000

4,500,000

4,500,000

4,000,000

4,000,000

3,500,000

3,500,000

3,000,000

3,000,000

2,500,000

2,500,000

2,000,000

2,000,000

1,500,000

1,500,000

1,000,000

1,000,000

1,000,000

800,000

800,000

200,000

301,300,000

5,000,000

77,000,000

393,300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

21,106,339

3,500,000

26,708,304

716,450

831,600

430,000

1,212,222

1,372,349

770,000

1,690,000

1,651,000

670,000

1,235,000

1,123,849

1,098,510

160,000

385,000

765,000

0

700,000

100,000

0

50,000

157,500

95,000

0

500,000

0

0

0

0

10,000

76,911,660

200,000

5,520,000

13,582,800

97,204,460

1,583,550

2,258,400

4,150,000

4,250,000

2,973,435

3,340,000

3,550,000

3,692,002

2,510,000

2,120,000

2,716,000

2,335,490

1,245,000

1,310,000

2,150,000

1,515,000

640,000

100,108

680,000

0

472,500

85,000

0

1,000,000

350,000

145,000

0

300,000

5,000

240,000

182,151,467

3,350,000

40,700,000

4,690,000

233,141,467

（高17）吉 野 　 正

弁 護 士

中央区大名２－４－30
西鉄赤坂ビル６階

Tel ７５１－６００１

弁護士 （高18）白垣 政幸

白垣法律事務所

古賀市青柳3476－17
TEL 092－940－0052

第111号 平成29年5月15日（3） 福高通信 朝 ぼ ら け



創立百周年関係行事（平成２９～３１年度）　

式 

辞

千
代
原
頭
に
吹
き
渡
る

風
に
も
早
春
の
気
配
満
ち

ゆ
く
、
今
日
の
佳
き
日

に
、
県
教
育
委
員
会
を
は

じ
め
、
多
数
の
ご
来
賓
、

保
護
者
の
皆
様
の
ご
臨
席

の
も
と
、
福
岡
県
立
福
岡

高
等
学
校
第
六
十
九
回
卒

業
証
書
授
与
式
を
挙
行
で

き
ま
す
こ
と
は
、
卒
業
生

は
も
と
よ
り
、
本
校
教
職

員
・
生
徒
一
同
、
誠
に
光

栄
で
あ
り
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

た
だ
い
ま
、
三
百
九
十

一
名
の
生
徒
の
皆
さ
ん

に
、
栄
え
あ
る
卒
業
証
書

を
授
与
い
た
い
ま
し
た
。

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
卒
業

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
皆
さ
ん

の
努
力
と
研
鑽
を
心
か
ら

讃
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
日
ま
で
長
き

に
わ
た
っ
て
皆
さ
ん
の
勉

学
を
支
え
励
ま
し
て
こ
ら

れ
た
保
護
者
の
皆
様
方
に

対
し
て
も
、
こ
こ
に
深
く

敬
意
を
表
し
ま
す
。

本
日
の
こ
の
喜
び
は
、

卒
業
生
の
皆
さ
ん
の
た
ゆ

ま
ぬ
努
力
の
結
果
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
皆

さ
ん
を
慈
し
み
育
て
て
こ

ら
れ
た
、
ご
家
族
を
は
じ

め
、
多
く
の
方
々
の
愛
情

と
ご
支
援
の
お
か
げ
で
も

あ
り
ま
す
。
「
生
き
て
い

る
こ
と
は
、
誰
か
に
借
り

を
つ
く
る
こ
と
。
生
き
て

い
く
と
い
う
こ
と
は
、
そ

の
借
り
を
返
す
こ
と
」
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
人
生
の
節
目
に

当
た
り
、
お
世
話
な
っ
た

方
々
へ
素
直
に
感
謝
の
気

持
ち
を
伝
え
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
「
未
見
の
我
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
。
「
未
だ
見
た
こ
と
の

な
か
っ
た
自
分
」
す
な
わ

ち
、
人
は
誰
で
も
自
ら
の

中
に
い
ま
だ
知
ら
な
い
可

能
性
を
秘
め
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
皆
さ
ん

は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
目
標
を

定
め
、
こ
の
学
舎
で
学
業

は
も
と
よ
り
、
部
活
動
、

学
校
行
事
、
生
徒
会
活
動

な
ど
目
の
前
の
一
つ
一
つ

に
誠
実
に
向
き
合
い
、
ベ

ス
ト
を
尽
く
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
日
々
の
真
摯
な

生
き
方
の
積
み
重
ね
に

よ
っ
て
、
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の
「
未

見
の
我
」
を
見
つ
け
た
も

の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

い
よ
い
よ
本
日
を
も
っ

て
皆
さ
ん
は
本
校
を
離
れ

ま
す
。
福
高
生
は
単
に
、

福
高
生
で
あ
っ
た
だ
け
で

は
な
く
、
一
人
一
人
の
人

生
に
お
い
て
自
己
実
現
を

果
た
し
、
社
会
の
一
隅
を

照
ら
す
こ
と
が
で
き
た
と

き
に
、
初
め
て
、
福
高
で

学
ん
だ
価
値
が
輝
き
始
め

ま
す
。
福
高
を
誇
る
人
間

で
は
な
く
、
福
高
が
誇
れ

る
人
間
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

終
わ
り
に
当
た
り
、
保

護
者
の
皆
様
に
は
、
こ
の

三
年
間
、
本
校
の
教
育
活

動
に
絶
大
な
る
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ

と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
私
た
ち
教
職
員

一
同
は
、
こ
れ
ま
で
全
力

を
傾
注
し
て
指
導
に
あ
た

り
、
ま
た
、
と
も
に
学
ん

で
参
り
ま
し
た
。
前
途
有

為
な
皆
さ
ん
と
と
も
に
三

年
間
同
じ
学
舎
で
過
ご
せ

た
こ
と
に
感
謝
し
つ
つ
、

皆
さ
ん
を
送
り
出
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
れ
で
は

卒
業
生
の
皆
さ
ん
の
洋
々

た
る
前
途
が
健
や
か
で
幸

多
き
こ
と
を
心
か
ら
祈
念

し
て
式
辞
と
い
た
し
ま

す
。

平
成
二
十
八
年
度
卒
業
第

69
回
生
の
同
窓
会
入
会
式
が

卒
業
式
前
日
の
三
月
三
日
に

福
岡
高
校
講
堂
で
行
わ
れ
、

三
百
九
十
一
名
が
入
会
さ
れ

ま
し
た
。

藤
会
長
よ
り
歓
迎
の
挨
拶

と
共
に
「
同
窓
会
が
い
か
な

る
団
体
な
の
か
」
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

翌
月
に
は
百
周
年
を
迎

え
、
六
月
か
ら
の
記
念
行
事

に
か
か
る
総
費
用
は
約
四
億

円
で
あ
り
、
一
年
間
で
約
三

億
円
（
二
月
末
時
点
）
の
募

金
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
。

こ
の
様
に
、
物
心
両
面
で

『
母
校
の
後
輩
の
為
な

ら
！
』
と
い
う
気
持
ち
が
自

然
と
わ
き
起
こ
る
の
が
同
窓

会
で
あ
る
こ
と
。

同
窓
生
か
ら
ノ
ー
ベ
ル
賞

の
受
賞
者
が
出
る
と
、
全
く

面
識
な
い
者
ま
で
、
自
分
の

身
内
の
様
に
喜
び
た
く
な
る

の
も
、
ま
た
同
窓
会
の
特
徴

で
あ
る
こ
と
。

大
多
数
の
同
窓
生
は
有
名

で
な
く
、
福
高
の
名
が
全
国

に
周
知
さ
れ
る
機
会
は
限
ら

れ
る
け
れ
ど
、
『
皆
が
そ
れ

ぞ
れ
の
持
ち
場
で
積
み
重
ね

て
い
る
社
会
貢
献
の
集
合
』

が
福
高
の
評
価
に
な
り
、
そ

の
社
会
的
信
用
が
一
人
ひ
と

り
を
支
え
て
く
れ
る
こ
と
。

「
皆
さ
ん
の
人
生
の
様
々

な
場
で
、
様
々
な
形
で
、
同

窓
会
は
き
っ
と
皆
さ
ん
の
力

に
な
れ
る
と
思
い
ま
す
。
ま

だ
見
ぬ
未
来
の
為
に
、
日
本

の
為
に
、
そ
し
て
自
分
の
為

に
卒
業
後
も
頑
張
っ
て
下
さ

い
。
」
と
い
う
激
励
の
言
葉

で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

福
岡
県
立
福
岡
高
等
学
校
長

　井
上 

拓
夫

福
中
・
福
高
同
窓
会
入
会
式

三
月
四
日
(土)

平成28年度

第
六
十
九
回 

卒
業
証
書
授
与
式
挙
行

平
成
二
十
九
年
三
月
四
日
（
土
）
、
晴
れ
わ

た
る
天
候
の
も
と
、
第
69
回
卒
業
証
書
授
与

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
福
岡
高
校
で
過
ご
し

た
三
年
間
で
大
き
く
成
長
を
遂
げ
た
姿
を
来

賓
・
保
護
者
・
先
生
・
在
校
生
に
見
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
前
日
の
同
窓
会
入
会
式
で
同
窓

生
と
な
っ
た
69
回
生
の
、
今
後
の
飛
躍
に
期

待
し
て
い
ま
す
。

全
文
は
H
P
に
て

平成
26年度
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式 

辞

千
代
原
頭
に
吹
き
渡
る

風
に
も
早
春
の
気
配
満
ち

ゆ
く
、
今
日
の
佳
き
日

に
、
県
教
育
委
員
会
を
は

じ
め
、
多
数
の
ご
来
賓
、

保
護
者
の
皆
様
の
ご
臨
席

の
も
と
、
福
岡
県
立
福
岡

高
等
学
校
第
六
十
九
回
卒

業
証
書
授
与
式
を
挙
行
で

き
ま
す
こ
と
は
、
卒
業
生

は
も
と
よ
り
、
本
校
教
職

員
・
生
徒
一
同
、
誠
に
光

栄
で
あ
り
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

た
だ
い
ま
、
三
百
九
十

一
名
の
生
徒
の
皆
さ
ん

に
、
栄
え
あ
る
卒
業
証
書

を
授
与
い
た
い
ま
し
た
。

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
卒
業

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
皆
さ
ん

の
努
力
と
研
鑽
を
心
か
ら

讃
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
日
ま
で
長
き

に
わ
た
っ
て
皆
さ
ん
の
勉

学
を
支
え
励
ま
し
て
こ
ら

れ
た
保
護
者
の
皆
様
方
に

対
し
て
も
、
こ
こ
に
深
く

敬
意
を
表
し
ま
す
。

本
日
の
こ
の
喜
び
は
、

卒
業
生
の
皆
さ
ん
の
た
ゆ

ま
ぬ
努
力
の
結
果
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
皆

さ
ん
を
慈
し
み
育
て
て
こ

ら
れ
た
、
ご
家
族
を
は
じ

め
、
多
く
の
方
々
の
愛
情

と
ご
支
援
の
お
か
げ
で
も

あ
り
ま
す
。
「
生
き
て
い

る
こ
と
は
、
誰
か
に
借
り

を
つ
く
る
こ
と
。
生
き
て

い
く
と
い
う
こ
と
は
、
そ

の
借
り
を
返
す
こ
と
」
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
人
生
の
節
目
に

当
た
り
、
お
世
話
な
っ
た

方
々
へ
素
直
に
感
謝
の
気

持
ち
を
伝
え
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
「
未
見
の
我
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
。
「
未
だ
見
た
こ
と
の

な
か
っ
た
自
分
」
す
な
わ

ち
、
人
は
誰
で
も
自
ら
の

中
に
い
ま
だ
知
ら
な
い
可

能
性
を
秘
め
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
皆
さ
ん

は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
目
標
を

定
め
、
こ
の
学
舎
で
学
業

は
も
と
よ
り
、
部
活
動
、

学
校
行
事
、
生
徒
会
活
動

な
ど
目
の
前
の
一
つ
一
つ

に
誠
実
に
向
き
合
い
、
ベ

ス
ト
を
尽
く
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
日
々
の
真
摯
な

生
き
方
の
積
み
重
ね
に

よ
っ
て
、
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の
「
未

見
の
我
」
を
見
つ
け
た
も

の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

い
よ
い
よ
本
日
を
も
っ

て
皆
さ
ん
は
本
校
を
離
れ

ま
す
。
福
高
生
は
単
に
、

福
高
生
で
あ
っ
た
だ
け
で

は
な
く
、
一
人
一
人
の
人

生
に
お
い
て
自
己
実
現
を

果
た
し
、
社
会
の
一
隅
を

照
ら
す
こ
と
が
で
き
た
と

き
に
、
初
め
て
、
福
高
で

学
ん
だ
価
値
が
輝
き
始
め

ま
す
。
福
高
を
誇
る
人
間

で
は
な
く
、
福
高
が
誇
れ

る
人
間
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

終
わ
り
に
当
た
り
、
保

護
者
の
皆
様
に
は
、
こ
の

三
年
間
、
本
校
の
教
育
活

動
に
絶
大
な
る
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ

と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
私
た
ち
教
職
員

一
同
は
、
こ
れ
ま
で
全
力

を
傾
注
し
て
指
導
に
あ
た

り
、
ま
た
、
と
も
に
学
ん

で
参
り
ま
し
た
。
前
途
有

為
な
皆
さ
ん
と
と
も
に
三

年
間
同
じ
学
舎
で
過
ご
せ

た
こ
と
に
感
謝
し
つ
つ
、

皆
さ
ん
を
送
り
出
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
れ
で
は

卒
業
生
の
皆
さ
ん
の
洋
々

た
る
前
途
が
健
や
か
で
幸

多
き
こ
と
を
心
か
ら
祈
念

し
て
式
辞
と
い
た
し
ま

す
。

平
成
二
十
八
年
度
卒
業
第

69
回
生
の
同
窓
会
入
会
式
が

卒
業
式
前
日
の
三
月
三
日
に

福
岡
高
校
講
堂
で
行
わ
れ
、

三
百
九
十
一
名
が
入
会
さ
れ

ま
し
た
。

藤
会
長
よ
り
歓
迎
の
挨
拶

と
共
に
「
同
窓
会
が
い
か
な

る
団
体
な
の
か
」
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

翌
月
に
は
百
周
年
を
迎

え
、
六
月
か
ら
の
記
念
行
事

に
か
か
る
総
費
用
は
約
四
億

円
で
あ
り
、
一
年
間
で
約
三

億
円
（
二
月
末
時
点
）
の
募

金
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
。

こ
の
様
に
、
物
心
両
面
で

『
母
校
の
後
輩
の
為
な

ら
！
』
と
い
う
気
持
ち
が
自

然
と
わ
き
起
こ
る
の
が
同
窓

会
で
あ
る
こ
と
。

同
窓
生
か
ら
ノ
ー
ベ
ル
賞

の
受
賞
者
が
出
る
と
、
全
く

面
識
な
い
者
ま
で
、
自
分
の

身
内
の
様
に
喜
び
た
く
な
る

の
も
、
ま
た
同
窓
会
の
特
徴

で
あ
る
こ
と
。

大
多
数
の
同
窓
生
は
有
名

で
な
く
、
福
高
の
名
が
全
国

に
周
知
さ
れ
る
機
会
は
限
ら

れ
る
け
れ
ど
、
『
皆
が
そ
れ

ぞ
れ
の
持
ち
場
で
積
み
重
ね

て
い
る
社
会
貢
献
の
集
合
』

が
福
高
の
評
価
に
な
り
、
そ

の
社
会
的
信
用
が
一
人
ひ
と

り
を
支
え
て
く
れ
る
こ
と
。

「
皆
さ
ん
の
人
生
の
様
々

な
場
で
、
様
々
な
形
で
、
同

窓
会
は
き
っ
と
皆
さ
ん
の
力

に
な
れ
る
と
思
い
ま
す
。
ま

だ
見
ぬ
未
来
の
為
に
、
日
本

の
為
に
、
そ
し
て
自
分
の
為

に
卒
業
後
も
頑
張
っ
て
下
さ

い
。
」
と
い
う
激
励
の
言
葉

で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

福
岡
県
立
福
岡
高
等
学
校
長

　井
上 

拓
夫

福
中
・
福
高
同
窓
会
入
会
式

三
月
四
日
(土)

平成28年度

第
六
十
九
回 

卒
業
証
書
授
与
式
挙
行

平
成
二
十
九
年
三
月
四
日
（
土
）
、
晴
れ
わ

た
る
天
候
の
も
と
、
第
69
回
卒
業
証
書
授
与

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
福
岡
高
校
で
過
ご
し

た
三
年
間
で
大
き
く
成
長
を
遂
げ
た
姿
を
来

賓
・
保
護
者
・
先
生
・
在
校
生
に
見
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
前
日
の
同
窓
会
入
会
式
で
同
窓

生
と
な
っ
た
69
回
生
の
、
今
後
の
飛
躍
に
期

待
し
て
い
ま
す
。
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P
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（高 12）山野時一
（高 50）中野誉久

山野石材株式会社

http://www.yamanostone.co.jp

西日本綜合法律事務所

中央区赤坂1-12-15 読売福岡ビル4F
Tel　７７１－６９３１

弁護士

（高15）林　桂一郎
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平成29年3月 28年

合　　　計

国 　 立 　 大 　 学
公 　 立 　 大 　 学
国 公 立 大 　 合 計
私 　 立 　 大 　 学
大 学 校
短 　 期 　 大 　 学
各 　 種 　 学 　 校
公  　務  　員

合格者総計

公立大学

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

横 浜 市 立 大 学
名 古 屋 市 立 大 学
京 都 府 立 大 学
大 阪 府 立 大 学
神 戸 市 外 国 語 大 学
北 九 州 市 立 大 学
九 州 歯 科 大 学
福 岡 県 立 大 学
福 岡 女 子 大 学
長 崎 県 立 大 学
熊 本 県 立 大 学
そ の 他

計
1
1
1
1
3
5
2
2
14
1
1

32

3年
1
1

1
3
5
1
2
14
1
1

30

計

5
3
2
15

4
29

過年度

1

1

2

No． 大学名
平成29年3月 28年

合 計

大学別合格者数1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34

北 海 道 大 学
東 北 大 学
筑 波 大 学
千 葉 大 学
東 京 大 学
東 京 学 芸 大 学
電 気 通 信 大 学
東 京 外 国 語 大 学
東 京 工 業 大 学
お 茶 の 水 女 子 大 学
一 橋 大 学
横 浜 国 立 大 学
新 潟 大 学
名 古 屋 大 学
京 都 大 学
大 阪 大 学
大 阪 教 育 大 学
神 戸 大 学
鳥 取 大 学
島 根 大 学
広 島 大 学
山 口 大 学
福 岡 教 育 大 学
九 州 大 学
九 州 工 業 大 学
佐 賀 大 学
長 崎 大 学
熊 本 大 学
大 分 大 学
宮 崎 大 学
鹿 児 島 大 学
鹿 屋 体 育 大 学
琉 球 大 学
そ の 他

計
4
1
6

2

1
1

2
1
4
1
1
9
8
1
3
2
1
6
4
6

126
24
13
15
14
4
6
7
1
1

275

3年
1
1
3

1
1
1
1

4
5

1
2

3
2
4
81
18
11
9
10

1
2
1
1

164

計
1
1
3
2
2
3

2
1
1
4

2
5
11

3
1

10
4
13
115
16
10
13
23
1
3
8
1

4
263合 計

No． 大学名
平成29年3月 28年

過年度
3

3

2

1
1

1

3

1
5
3
1
2

1
3
2
2
45
6
2
6
4
4
5
5

111

国立大学

　平成29年度入試においては、現役の69回生諸君は後期日程試
験までよく頑張り、国公立大学合格者194名という成果を挙げま
した。また、福高研修学園が募集停止となった68回生諸君も1年
間よく努力して、国公立大学合格者113名という結果を出してい
ます。
　京都大学9名、九州大学125名の合格者はいずれも昨年度を上
回るものでした。また国公立大学医学部医学科の合格者は24名を
数え、ここ10年では最も多い合格者数となりました。

進路指導主事　　野田　猛

合 計

No． 大学名
平成29年3月 28年

計
5
3
4
6
9
1
5
23
7
3
15
4
4
40
76
9
21
3

150
93
115
596

3年
2
2
2
1

1
1
8
6
3
6
3
3
6
30
2
4
1

112
52
71
316

過年度
3
1
2
5
9

4
15
1

9
1
1
34
46
7
17
2
38
41
44
280

計
8
3
6
1
7
2
3
13
1
8
12
2
5
44
47
4
12
4

110
105
94
491

青 山 学 院 大 学
慶 應 義 塾 大 学
芝 浦 工 業 大 学
上 智 大 学
中 央 大 学
東 京 女 子 大 学
東 京 農 業 大 学
東 京 理 科 大 学
津 田 塾 大 学
法 政 大 学
明 治 大 学
立 教 大 学
早 稲 田 大 学
同 志 社 大 学
立 命 館 大 学
関 西 大 学
関 西 学 院 大 学
産 業 医 科 大 学
西 南 学 院 大 学
福 岡 大 学
そ の 他

私立大学

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21

学
校
法
人  

麻
生
学
園

九

州

情

報

大

学

福

岡

教

員

養

成

所

山

口

短

期

大

学

麻

生

学

園

小

学

校

理

事

長

学

園

長

麻

生

維

美
（
中 

25 

）

学
園
本
部

福
岡
市
南
区
井
尻
二
丁
目
三
番
一
号

電
話
〇
九
二（
五
八
一
）四
〇
七
五
番

E
-m

ail:aso
@

kiis.ac.jp

〒811-1302

MOS（松﨑・奥・佐野・妹尾）合同法律事務所

代表弁護士 （高11回）

東京都中央区銀座6-8-7　交詢ビル8階

TEL 03（3571）6435㈹　FAX 03（3571）6436

奥　　　毅

（高12）大 松 　 茂

公認会計士・税理士

東区筥松３丁目11番20号
Tel ６２１－５７８１

顧　問 （高12）安井 玄一郎

相談役 （高14）安井 龍之助
取　締　役
管理本部長 （高28）苅田 　透

リックス株式会社

〒812-8672
博多区山王1丁目15番15号
TEL （092）472－7311　FAX （092）474－3399
http://www.rix.co.jp

送 

辞

校
門
の
木
々
に
も
新
た

な
息
吹
が
感
じ
ら
れ
る
、

今
日
の
こ
の
佳
き
日
に
、

門
出
の
時
を
迎
え
ら
れ
る

卒
業
生
の
皆
様
、
ご
卒
業

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
在
校
生
一
同
、
心
よ

り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。先

輩
方
が
、
荘
厳
な
石

造
り
の
校
舎
を
臨
む
正
門

を
く
ぐ
ら
れ
て
か
ら
、

早
、
三
年
が
経
ち
、
今
、

走
馬
灯
の
よ
う
に
思
い
出

の
数
々
が
、
頭
の
中
を
駆

け
巡
っ
て
い
る
こ
と
と
思

わ
れ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
先
輩

方
が
、
こ
こ
福
岡
高
校
で

歩
ま
れ
て
き
た
道
は
、
決

し
て
平
坦
な
道
で
は
無

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
時

に
は
つ
ま
ず
き
、
歩
み
を

止
め
る
こ
と
も
あ
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
私
達
が
追
い
か
け
て

き
た
先
輩
方
の
背
中
は
常

に
堂
々
と
し
て
い
て
、
ど

ん
な
と
き
で
も
私
達
の
心

の
支
え
と
な
り
ま
し
た
。

明
日
か
ら
先
輩
方
の
姿
を

福
高
で
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
思
う
と
、
正
直
、

不
安
な
気
持
ち
も
あ
り
ま

す
。
そ
れ
で
も
私
達
は
、

先
輩
方
の
逆
境
に
立
ち
向

か
っ
て
い
く
勇
姿
を
心
に

刻
み
、
前
進
し

て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。
で
す

か
ら
、
先
輩
方

も
、
も
し
、
こ

れ
か
ら
先
の
人

生
で
困
難
に
ぶ

つ
か
っ
た
と
き

に
は
、
私
達
の

こ
と
を
思
い
出

し
て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
、

自
分
が
今
ま

で
、
誰
か
に
勇

気
を
与
え
て
い

た
こ
と
、
誰
か

の
目
標
に
な
っ

て
い
た
こ
と
を

思
い
出
し
て
く

だ
さ
い
。
き
っ

と
そ
れ
が
、
困

難
を
乗
り
越
え

る
原
動
力
と
な

る
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
て
振
り
返
っ
て

み
る
と
、
先
輩
方
の
過
ご

さ
れ
た
三
年
間
は
本
当
に

か
け
が
え
の
な
い
時
間

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

き
っ
と
、
先
輩
方
が
こ
の

福
岡
高
校
の
中
で
積
み
上

げ
て
こ
ら
れ
た
も
の
は
、

そ
う
簡
単
は
超
え
ら
れ
な

い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

私
達
も
自
ら
の
力
と
可
能

性
を
信
じ
、
新
た
な
る
福

高
を
築
き
、
発
展
さ
せ
て

い
く
覚
悟
で
す
。
で
す
か

ら
ど
う
か
先
輩
方
も
、
福

高
を
卒
業
し
た
後
、
い
つ

ま
で
も
、
私
達
の
目
標
と

し
て
、
走
り
続
け
て
く
だ

さ
い
。

最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、
今
ま
で
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

在
校
生
一
同
、
先
輩
方
の

一
層
の
ご
活
躍
と
ご
健
康

を
祈
念
し
、
送
辞
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

生
徒
代
表

　福
田

　蓮

答 

辞

弥
生
三
月
、
柔
ら
か
な

日
差
し
の
中
、
希
望
を
内

に
秘
め
た
桜
の
蕾
は
、
春

の
訪
れ
を
待
ち
詫
び
て
い

ま
す
。
私
達
に
と
っ
て
の

別
れ
の
季
節
が
や
っ
て
来

ま
し
た
本
日
、
御
来
賓
の

皆
様
、
校
長
先
生
並
び
に

諸
先
生
方
、
保
護
者
の
皆

様
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
多

く
の
後
輩
達
に
囲
ま
れ

て
、
私
達
第
69
回
生
四
百

名
が
、
卒
業
の
日
を
迎
え

る
事
が
で
き
ま
し
た
事
を

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
三
年
前
、
私
達
は
希

望
と
期
待
を
胸
に
こ
こ
福

岡
高
校
に
入
学
し
ま
し

た
。
ま
だ
着
慣
れ
て
い
な

い
新
た
な
制
服
を
身
に
纏

い
、
今
日
か
ら
晴
れ
て
福

高
生
だ
と
弾
む
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
私
達
。

そ
ん
な
私
達
を
待
っ
て
い

た
の
は
、
先
輩
方
か
ら
の

洗
礼
、
応
援
歌
指
導
で
し

た
。
先
輩
方
の
気
迫
と
大

き
な
背
中
に
圧
倒
さ
れ
、

私
達
は
改
め
て
自
分
の
未

熟
さ
を
自
覚
し
た
の
で

す
。
福
高
祭
、
体
育
祭
、

予
餞
会
・
・
・
。
行
事
は

続
き
ま
す
。
私
達
は
た

だ
、
た
だ
必
死
に
先
輩
方

の
背
中
を
追
い
続
け
ま
し

た
。
そ
し
て
先
輩
方
に
負

け
じ
と
前
を
向
き
、
進
み

続
け
た
私
達
は
い
つ
の
間

に
か
変
わ
っ
て
い
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
真
の

福
高
生
へ
と
。
い
つ
も
私

達
を
支
え
て
く
れ
た
家

族
。
私
達
は
家
族
み
ん
な

の
愛
を
一
身
に
受
け
、
今

日
ま
で
成
長
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
お
父
さ

ん
、
お
母
さ
ん
、
家
族
の

み
ん
な
、
ど
ん
な
時
も
私

達
に
寄
り
添
い
、
支
え
励

ま
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
。
「
生
き
て
い
る
」
、

こ
ん
な
に
最
高
で
素
晴
ら

し
い
事
を
私
達
に
与
え
て

く
れ
て
、
そ
し
て
、
私
達

を
生
み
、
育
て
て
く
れ
て

本
当
に
あ
り
が
と
う
。
ど

う
か
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と

元
気
で
い
て
下
さ
い
。

友
よ
。
忘
れ
な
い
で
ほ

し
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

私
達
が
過
ご
し
た
日
常

は
、
も
う
消
え
去
っ
て
行

く
こ
と
を
。
当
た
り
前
の

様
に
交
わ
し
た
「
お
は
よ

う
、
ま
た
明
日
」
も
。
当

た
り
前
の
様
に
思
え
た 

た
わ
い
も
な
い
話
も
。
当

た
り
前
の
よ
う
に
隣
に

あ
っ
た
あ
の
笑
顔
も
。
も

う
当
た
り
前
で
は
な
く
な

る
の
で
す
。
で
も
、
忘
れ

な
い
で
欲
し
い
の
で
す
。

今
日
の
別
れ
は
、
永
遠
の

別
れ
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
を
。
い
つ
か
ま
た
、
笑

顔
で
き
っ
と
出
会
え
る
日

が
来
る
こ
と
を
。

そ
し
て
友
よ
。
最
後
の

お
願
い
で
す
。
こ
れ
か
ら

私
達
が
歩
む
道
は
、
決
し

て
平
坦
な
道
で
は
な
い
で

し
ょ
う
。
一
人
一
人
が
自

分
の
遥
な
る
夢
を
叶
え
る

べ
く
、
道
無
き
道
を
進
ん

で
行
き
ま
す
。
そ
の
途
中

に
は
き
っ
と
数
多
く
の
試

練
が
待
ち
受
け
て
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
で
す
が
、

思
い
出
し
て
欲
し
い
の
で

す
。
私
達
は
決
し
て
1
人

で
は
な
い
事
を
。
こ
こ
福

岡
高
校
で
過
ご
し
た
日
々

が
、
学
ん
だ
も
の
全
て

が
、
き
っ
と
私
達
を
正
し

い
道
へ
と
導
く
道
標
に
な

る
こ
と
を
。

あ
り
が
と
う
友
よ
。
あ

り
が
と
う
福
高
よ
。
目
指

す
先
は
違
え
ど
も
、
自
分

の
信
じ
る
道
へ
、
さ
あ
、

歩
み
始
め
よ
う
。
未
来

へ
!

卒
業
生
代
表

　山
野 

智
寛

全
文
は
H
P
に
て

全
文
は
H
P
に
て

“情報を生かす”ソリューション

サービスのプロフェッショナル

取締役会長 青 柳 泰 治 （高 16）

代表取締役社長 青 柳 泰一郎 （高 42）

中央区渡辺通２-９-３１ 

T e l .  ７ ６ １ - ２ ４ ３ １ 

㈲森田印刷所
帳票から高級美術印刷まで

代表取締役

中央区大手門2丁目1－21
Tel　７２１－５２２３

（高16）森 田 　 孝

平成
26年度

オガタ眼科クリニック
院 長

（高17）

中央区天神２丁目２－12
オガタ眼科ビル

Tel ７１６－２５８０

緒 方 譲 二

日進ビル株式会社（サンビル）

（高16回）

中央区天神４丁目１－18

竹 中 駿 介

第111号平成29年5月15日 （6）福高通信 朝 ぼ ら け
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合格者総計

公立大学

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

横 浜 市 立 大 学
名 古 屋 市 立 大 学
京 都 府 立 大 学
大 阪 府 立 大 学
神 戸 市 外 国 語 大 学
北 九 州 市 立 大 学
九 州 歯 科 大 学
福 岡 県 立 大 学
福 岡 女 子 大 学
長 崎 県 立 大 学
熊 本 県 立 大 学
そ の 他

計
1
1
1
1
3
5
2
2
14
1
1
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3年
1
1

1
3
5
1
2
14
1
1
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計

5
3
2
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4
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過年度

1

1

2

No． 大学名
平成29年3月 28年

合 計

大学別合格者数1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34

北 海 道 大 学
東 北 大 学
筑 波 大 学
千 葉 大 学
東 京 大 学
東 京 学 芸 大 学
電 気 通 信 大 学
東 京 外 国 語 大 学
東 京 工 業 大 学
お 茶 の 水 女 子 大 学
一 橋 大 学
横 浜 国 立 大 学
新 潟 大 学
名 古 屋 大 学
京 都 大 学
大 阪 大 学
大 阪 教 育 大 学
神 戸 大 学
鳥 取 大 学
島 根 大 学
広 島 大 学
山 口 大 学
福 岡 教 育 大 学
九 州 大 学
九 州 工 業 大 学
佐 賀 大 学
長 崎 大 学
熊 本 大 学
大 分 大 学
宮 崎 大 学
鹿 児 島 大 学
鹿 屋 体 育 大 学
琉 球 大 学
そ の 他

計
4
1
6

2

1
1

2
1
4
1
1
9
8
1
3
2
1
6
4
6

126
24
13
15
14
4
6
7
1
1

275

3年
1
1
3

1
1
1
1

4
5

1
2

3
2
4
81
18
11
9
10

1
2
1
1

164

計
1
1
3
2
2
3

2
1
1
4

2
5
11

3
1

10
4
13
115
16
10
13
23
1
3
8
1

4
263合 計

No． 大学名
平成29年3月 28年

過年度
3

3

2

1
1

1

3

1
5
3
1
2

1
3
2
2
45
6
2
6
4
4
5
5

111

国立大学

　平成29年度入試においては、現役の69回生諸君は後期日程試
験までよく頑張り、国公立大学合格者194名という成果を挙げま
した。また、福高研修学園が募集停止となった68回生諸君も1年
間よく努力して、国公立大学合格者113名という結果を出してい
ます。
　京都大学9名、九州大学125名の合格者はいずれも昨年度を上
回るものでした。また国公立大学医学部医学科の合格者は24名を
数え、ここ10年では最も多い合格者数となりました。

進路指導主事　　野田　猛

合 計

No． 大学名
平成29年3月 28年

計
5
3
4
6
9
1
5
23
7
3
15
4
4
40
76
9
21
3

150
93
115
596

3年
2
2
2
1

1
1
8
6
3
6
3
3
6
30
2
4
1

112
52
71
316

過年度
3
1
2
5
9

4
15
1

9
1
1
34
46
7
17
2
38
41
44
280

計
8
3
6
1
7
2
3
13
1
8
12
2
5
44
47
4
12
4

110
105
94
491

青 山 学 院 大 学
慶 應 義 塾 大 学
芝 浦 工 業 大 学
上 智 大 学
中 央 大 学
東 京 女 子 大 学
東 京 農 業 大 学
東 京 理 科 大 学
津 田 塾 大 学
法 政 大 学
明 治 大 学
立 教 大 学
早 稲 田 大 学
同 志 社 大 学
立 命 館 大 学
関 西 大 学
関 西 学 院 大 学
産 業 医 科 大 学
西 南 学 院 大 学
福 岡 大 学
そ の 他

私立大学

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
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事

長

学

園

長

麻

生

維

美
（
中 

25 

）

学
園
本
部
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永
年
私
淑
し
た
ピ
ッ
ツ

バ
ー
グ
大
学
教
授
ト
ー
マ

ス
E
.
ス
タ
ー
ズ
ル
先
生

が
、
今
年
三
月
五
日
、
九

十
歳
で
亡
く
な
ら
れ
た
。

「
臓
器
移
植
の
父
」
と
呼

ば
れ
る
先
生
は
、
不
治
の

病
に
苦
し
む
患
者
を
救
う

た
め
に
一
生
を
捧
げ
ら
れ

た
。
臓
器
移
植
は
、
今
日

で
は
世
界
に
広
く
普
及
し

て
い
る
が
、
肝
移
植
の
挑

戦
を
始
め
た
一
九
六
〇
年

代
に
は
、
〝
人
殺
し
医

者
〞
と
ま
で
呼
ば
れ
た
そ

う
だ
。
先
生
は
、
手
術
法

の
開
発
、
術
前
・
術
後
の

患
者
管
理
法
の
改
善
、
免

疫
抑
制
療
法
の
改
良
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
を
独
力
で

開
拓
し
て
き
た
。
新
し
い

薬
剤
シ
ク
ロ
ス
ポ
リ
ン
の

導
入
で
、
一
九
八
三
年
に

は
成
績
が
飛
躍
的
に
向
上

し
、
「
治
療
的
手
術
」
と

し
て
認
め
ら
れ
る
に
至
っ

た
。
二
十
一
世
紀
初
頭
、

先
生
は
〝
肝
臓
移
植
は
完

成
し
た
な
!
〞
と
感
慨
深

げ
に
私
に
語
っ
た
も
の
だ
。

先
生
は
、
二
千
二
百
の
論

文
を
発
表
し
、
ア
メ
リ
カ

で
最
高
の
名
誉
で
あ
る

National M
edal of Science

や
ラ
ス
カ
ー
賞
を
受
け
、

何
度
も
ノ
ー
ベ
ル
賞
候
補

に
名
前
が
上
っ
た
。
し
か

し
こ
れ
ら
の
業
績
よ
り
も
、

先
生
の
最
大
の
功
績
は
命

の
瀬
戸
際
に
あ
る
患
者
を

臓
器
移
植
で
救
う
方
法
論

を
開
発
、
完
成
さ
せ
た
こ

と
だ
。
難
し
い
手
術
を
無

事
終
え
、
喜
ん
で
先
生
の

報
告
に
行
く
と
、
〝
一
喜

一
憂
す
る
な
。
み
ん
な
星

を
望
む
が
、
俺
た
ち
は
人

類
の
幸
せ
の
た
め
に
宇
宙

を
目
指
す
の
だ
。
〞
と
叱

ら
れ
も
し
た
。
昨
年
ノ
ー

ベ
ル
賞
を
受
賞
さ
れ
た
大

隅
先
輩
が
述
べ
ら
れ
た
よ

う
に
、
〝
人
が
し
な
い
こ

と
を
粘
り
強
く
探
求
す
る

こ
と
の
大
切
さ
〞
に
共
通

す
る
姿
勢
で
あ
る
。

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
は
、
ア
メ

リ
カ
の
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア

州
西
部
に
位
置
し
、
昔
は

鉄
鋼
業
で
有
名
だ
っ
た
が
、

近
年
は
大
学
を
中
心
と
す

る
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
が

盛
ん
で
、
「
世
界
の
移
植

の
メ
ッ
カ
」
と
呼
ば
れ
た

移
植
医
療
が
隆
盛
の
基
盤

で
あ
る
。

私
が
、
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
に

向
か
っ
た
の
は
、
一
九
八

四
年
一
月
。
九
州
大
学
第

一
外
科
の
新
米
外
科
医
の

時
に
三
十
二
歳
の
男
性
患

者
を
肝
臓
病
で
失
っ
た
の

が
契
機
だ
っ
た
。
死
亡
診

断
書
を
書
き
な
が
ら
、
ど

ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
良

い
、
ど
ん
な
に
長
く
か
か

る
と
も
、
こ
の
よ
う
な
患

者
を
救
え
る
医
者
に
な
ろ

う
と
決
心
し
た
。
当
時
、

日
本
の
肝
臓
外
科
は
未
熟

で
、
文
献
を
調
べ
て
、
い

つ
か
こ
の
人
に
つ
き
た
い

と
思
っ
た
の
が
、
ス
タ
ー

ズ
ル
先
生
だ
っ
た
。

先
生
は
、
仕
事
に
厳
し
く
、

言
い
訳
や
曖
昧
さ
を
許
さ

な
か
っ
た
。
三
日
連
続
で

徹
夜
の
手
術
を
し
た
私
に
、

〝
お
前
し
か
出
来
る
の
が

い
な
い
か
ら
〞
と
四
日
目

の
症
例
を
指
示
さ
れ
た
が
、

動
物
実
験
の
予
定
を
組
ん

で
い
る
と
断
っ
た
と
こ
ろ
、

そ
れ
か
ら
三
ケ
月
は
口
を

き
こ
う
と
も
し
な
い
。

〝
外
科
医
で
あ
る
以
上
、

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
か
ら
逃
げ
る
な
〞
と
い

う
教
育
だ
っ
た
。
し
か
し

仕
事
を
離
れ
る
と
、
や
さ

し
さ
と
ユ
ー
モ
ア
に
溢
れ

る
先
生
で
、
食
事
中
に
茶

碗
に
突
っ
伏
し
て
寝
て
し

ま
う
程
の
寝
不
足
の
と
き

に
、
先
生
の
言
葉
に
何
度

救
わ
れ
た
こ
と
か
。

い
つ
し
か
教
授
に
推
挙
さ

れ
、
大
き
な
家
に
住
み
、

社
会
的
に
も
経
済
的
に
も

安
定
し
て
い
た
が
、
〝
こ

れ
で
良
い
の
だ
ろ
う
か
〞

と
い
う
思
い
が
少
し
ず
つ

頭
を
も
た
げ
て
き
た
。
渡

米
早
期
に
、
「
こ
の
子
が

外
国
で
生
ま
れ
て
い
た
ら

移
植
で
助
か
る
も
の
を
、

日
本
人
と
し
て
生
ま
れ
て

不
幸
だ
」
と
い
う
子
供
を

失
っ
た
両
親
の
嘆
き
に
接

し
て
い
た
か
ら
だ
。
ま
た
、

三
人
の
日
本
人
患
者
の
手

術
を
し
た
が
、
そ
の
傍
ら

で
三
名
の
ア
メ
リ
カ
人
の

患
者
を
失
っ
た
。
〝
日
本

人
と
し
て
恥
ず
か
し
い
。

何
か
し
な
け
れ
ば
。
〞
と

い
う
思
い
か
ら
、
息
子
た

ち
が
全
員
大
学
生
に
な
っ

た
秋
に
、
帰
国
を
決
意
し

た
。
母
校
を
含
め
国
内
の

数
か
所
の
大
学
か
ら
誘
い

を
受
け
た
が
、
北
海
道
大

学
を
選
ん
だ
。
十
六
年
間

の
在
任
中
、
外
科
医
の
育

成
や
研
究
を
行
い
、
免
疫

抑
制
剤
無
し
で
拒
絶
反
応

を
起
こ
さ
な
い
「
免
疫
寛

容
」
誘
導
法
も
確
立
し
た
。

北
海
道
は
移
植
医
療
の
日

本
の
先
進
地
域
と
し
て
変

貌
し
た
。
子
供
や
孫
た
ち

が
い
る
ア
メ
リ
カ
に
帰
ろ

う
と
も
思
っ
た
が
、
三
十

年
ぶ
り
に
郷
里
に
帰
っ
て

き
た
。
多
く
の
同
級
生
の

熱
い
後
押
し
が
あ
っ
た
。

〝
日
本
の
た
め
に
何
か
し

な
け
れ
ば
〞
と
い
う
思
い

は
、
中
学
生
時
代
か
ら
読

ん
で
い
た
戦
没
学
徒
兵
の

手
記
に
よ
る
影
響
が
大
き

い
。
中
で
も
、
福
中
17
回

生
宅
島
徳
光
先
輩
の
私
家

本
「
く
ち
な
し
の
花
」
と

恋
人
八
重
子
の
本
は
、
今

で
も
書
架
の
一
角
を
占
め

て
い
る
。
〝
君
の
よ
う
に

優
し
い
乙
女
の
住
む
国
や
、

黄
昏
の
田
畑
の
中
で
顔
も

見
え
な
い
遠
く
か
ら
頭
を

下
げ
て
く
れ
る
子
供
た
ち

の
た
め
に
、
自
分
は
命
を

惜
し
ま
な
い
。
〞
と
八
重

子
に
書
き
送
っ
て
い
る
。

異
国
で
大
切
な
の
は
、
周

り
と
融
和
を
図
り
、
日
本

人
と
し
て
の
矜
持
を
保
つ

こ
と
だ
。
ア
メ
リ
カ
で
そ

れ
な
り
に
頑
張
れ
た
の
も
、

新
し
い
日
本
の
礎
を
創
る

た
め
に
命
を
捧
げ
た
多
く

の
若
者
の
お
蔭
だ
と
、
当

時
も
今
も
思
っ
て
い
る
。

福
高
創
立
九
十
周
年
記
念

と
し
て
山
本
健
二
先
輩
の

提
案
で
歌
曲
集
「
く
ち
な

し
の
花
」
の
C
D
が
出
さ

れ
、
在
校
生
や
卒
業
生
に

配
布
さ
れ
た
の
は
、
流
石
、

わ
が
母
校
と
嬉
し
く
思
う
。

臓
器
移
植
の
歴
史
や
、
方

法
、
適
応
な
ど
詳
し
い
こ

と
は
、
福
高
創
立
九
十
三

周
年
記
念
講
演
会
で
話
し
、

今
年
の
百
周
年
記
念
文
集

に
掲
載
さ
れ
る
。

日
本
の
移
植
医
療
は
、

「
移
植
法
案
」
が
成
立
し

て
二
十
年
後
の
今
で
も
、

低
開
発
国
だ
。
臓
器
移
植

は
、
患
者
（
レ
シ
ピ
エ
ン

ト
）
を
救
う
た
め
に
、
臓

器
を
提
供
す
る
人
（
ド

ナ
ー
）
が
必
要
だ
。
ド

ナ
ー
の
タ
イ
プ
に
よ
り
、

健
康
な
家
族
か
ら
の
「
生

体
間
移
植
」
、
心
臓
が
止

ま
っ
た
方
か
ら
の
「
心
停

止
後
移
植
」
、
脳
死
の
患

者
さ
ん
か
ら
の
「
脳
死
移

植
」
に
分
け
ら
れ
る
。
日

本
で
は
生
体
臓
器
移
植
が

主
流
だ
が
、
ド
ナ
ー
の
中

に
は
、
後
遺
症
に
苦
し
ん

だ
り
、
手
術
後
に
亡
く

な
っ
た
方
も
い
る
。
他
方
、

欧
米
や
韓
国
な
ど
で
は
脳

死
臓
器
移
植
が
一
般
的
だ
。

日
本
の
脳
死
臓
器
提
供
者

数
は
年
間
五
十
例
前
後
に

過
ぎ
な
い
が
、
ア
メ
リ
カ

は
八
千
例
以
上
、
韓
国
で

も
五
百
例
以
上
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
日
本
で
は
、

海
外
で
助
か
る
命
が
失
わ

れ
ざ
る
を
得
な
い
。
脳
死

が
理
解
さ
て
い
な
い
た
め

だ
。
脳
死
患
者
は
、
人
工

呼
吸
器
で
一
見
生
き
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
が
、
脳

は
血
液
が
供
給
さ
れ
な
い

た
め
に
ド
ロ
ド
ロ
に
溶
け

て
い
る
。
心
臓
は
一
週
間

前
後
で
止
ま
り
、
最
後
は

灰
に
な
る
。
そ
れ
ま
で
に

臓
器
提
供
が
さ
れ
る
と
、

不
治
の
病
に
苦
し
む
多
く

の
患
者
さ
ん
た
ち
が
助
か

る
の
だ
。

人
に
と
っ
て
最
も
大
切
な

も
の
は
、
「
命
」
だ
。
臓

器
移
植
は
、
ド
ナ
ー
と
い

う
臓
器
提
供
者
の
尊
い
遺

志
の
お
か
げ
で
、
「
命
」

を
取
り
戻
す
こ
と
が
出
来

る
。
ド
ナ
ー
よ
り
も
患
者

の
数
の
ほ
う
が
遥
か
に
多

く
、
従
っ
て
、
日
ご
ろ
か

ら
臓
器
提
供
に
つ
い
て
考

え
、
理
解
し
、
提
供
す
る

／
し
な
い
の
意
思
を
周
り

に
伝
え
て
お
く
こ
と
が
必

要
だ
。
今
で
は
、
意
思
表

示
カ
ー
ド
の
他
に
、
保
険

証
や
運
転
免
許
証
の
裏
に
、

意
思
を
記
載
す
る
欄
が
あ

る
。百

十
回
「
朝
ぼ
ら
け
」
に
、

18
回
同
級
生
幹
事
の
森
恍

二
郎
君
が
、
グ
リ
ー
ン
リ

ボ
ン
を
紹
介
し
て
く
れ
た
。

グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
は
、
日

本
多
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
・

ワ
ー
ク
が
配
布
す
る
移
植

医
療
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。

福
高
創
立
百
周
年
の
記
念

事
業
の
一
つ
と
し
て
、
我

ら
が
母
校
同
窓
会
で
、
移

植
医
療
推
進
の
た
め
の

「
グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
展
開
し
て

頂
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。

「
臓
器
移
植
」
と
い
う
生

き
る
た
め
の
大
切
な
治
療

法
を
私
た
ち
の
子
供
や
孫

達
に
遺
す
こ
と
は
、
先
の

戦
争
で
命
を
捧
げ
た
宅
島

先
輩
を
始
め
と
す
る
多
く

の
若
者
達
が
、
私
た
ち
の

世
代
に
託
し
た
使
命
の
一

つ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

福
高
18
回

 

「
臓
器
移
植
の
父
」ト
ー
マ
ス
E
・
ス
タ
ー
ズ
ル
先
生
と
私

グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン

1. 

ス
タ
ー
ズ
ル
先
生
の
死
去

2. 

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ

3. 

「
く
ち
な
し
の
花
」

5. 

終
わ
り
に

4. 

日
本
と
外
国
の
移
植
医
療
の
違
い

藤
堂 

省

―
福
中
・
福
高
同
窓
会
で「
グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
―

グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
は

世
界
的
な
移
植
医
療
の

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
す
。

先
生
が
八
十
歳
の
時
に

福高同窓会女性の
ページです。

カ ット

題 字

故 冬至堅太郎（中１１）

－紅 梅 会 旗より－　

　乃美　吉江（高８）

　
皆
さ
ん
。
「
ナ
ポ
レ
オ

ン
」
と
聞
い
て
、
何
を
思

い
浮
か
べ
ま
す
か
?
か
の

有
名
な
フ
ラ
ン
ス
の
軍

人
・
政
治
家
で
あ
る
「
ナ

ポ
レ
オ
ン
」
?
お
酒
の
好

き
な
あ
な
た
は
洋
酒
の

「
ナ
ポ
レ
オ
ン
」
?
私
に

と
っ
て
の
「
ナ
ポ
レ
オ

ン
」
は
ト
ラ
ン
プ
ゲ
ー
ム

の
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
」
な
の

で
す
。

　
遡
る
こ
と
約
四

十
年
前
の
四
月
某

日
。
福
岡
高
校
二

年
一
組
の
初
顔
合

わ
せ
の
日
。
集

ま
っ
た
女
子
メ
ン

バ
ー
を
見
て
誰
も

が
言
っ
た
。
「
ク

ラ
ス
マ
ッ
チ
優
勝

や
ね
」
当
時
、
女

子
学
生
は
学
年
の

約
四
分
の
一
。
話

し
た
こ
と
は
な
く

て
も
、
み
ん
な
顔

は
知
っ
て
い
た
。
も
ち
ろ

ん
上
品
な
メ
ン
バ
ー
も
い

た
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
や
ん
ち
ゃ
な
ク
ラ
ス
。

い
つ
の
間
に
か
昼
休
み
に

は
、
同
じ
女
子
学
生
七
人

で
ト
ラ
ン
プ
「
ナ
ポ
レ
オ

ン
」
を
す
る
毎
日
が
始

ま
っ
た
。
ト
ラ
ン
プ
を
学

校
に
持
ち
込
む
こ
と
は
本

当
は
ご
法
度
。
（
も
う
時

効
で
す
よ
ね
。
先
生
ご
め

ん
な
さ
い
）
見
つ
か
れ
ば

先
生
に
没
収
さ
れ
る
。
男

子
学
生
は
度
々
没
収
さ
れ

て
い
た
が
、
私
た
ち
は
没

収
を
免
れ
た
。
な
ぜ
な
ら

見
張
り
番
を
廊
下
に
立
て

た
か
ら
で
あ
る
。
直
近
の

ゲ
ー
ム
で
敗
者
に
な
る
と
、

「
ナ
ポ
レ
オ
ン
」
に
あ
や

か
り
「
島
流
し
」
と
言
っ

て
廊
下
で
見
張
り
番
に
あ

た
っ
た
。
学
校
だ
け
で
は

飽
き
足
ら
ず
、
メ
ン
バ
ー

宅
に
集
ま
っ
て
ト
ラ
ン
プ

に
没
頭
し
た
高
校
二
年
。

お
バ
カ
な
こ
と
を
一
緒
に

や
っ
た
悪
友
と
は
長
く
縁

が
続
く
も
の
で
あ
る
。
高

校
を
卒
業
し
た
私
た
ち
は
、

「
ナ
ポ
レ
オ
ン
会
」
な
る

も
の
を
結
成
し
、
ト
ラ
ン

プ
に
興
じ
た
り
、
誕
生
日

ご
と
に
集
ま
っ
て
は
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
買
っ
て
会
食
を

し
た
。
そ
の
う
ち
社
会
人

と
な
り
知
恵
も
つ
い
て
く

る
と
「
会
則
」
も
作
っ
た
。

会
費
を
徴
収
し
、
公
務
員

俸
給
表
を
基
準
に
結
婚
・

出
産
時
の
祝
い
金
額
を
設

定
す
る
（
毎
年
変
わ
る
し
、

百
円
単
位
）
と
い
う
徹
底

ぶ
り
で
あ
る
。
会
計
係
は

一
年
ご
と
に

交
代
し
た
。

通
帳
の
名
義

は
「
ナ
ポ
レ

オ
ン
」
、
印

鑑
も
た
し
か

「
菜
穂
玲

子
?
」
で

あ
っ
た
。
お

お
ら
か
な
時

代
で
あ
る
。

結
婚
式
の
ご

祝
儀
は
た
め

て
い
る
会
費

か
ら
毎
回
包

む
の
で
、
お

祝
い
事
が
続

い
て
も
出
費
に
頭
を
悩
ま

せ
る
必
要
は
な
か
っ
た
が
、

金
額
が
端
数
と
な
る
た
め
、

受
付
で
紙
幣
の
お
祝
金
を

渡
し
た
後
、
婚
礼
後
に
端

数
の
小
銭
を
ジ
ャ
ラ
ジ
ャ

ラ
い
わ
せ
て
花
嫁
へ
渡
し

て
い
た
。
転
勤
や
結
婚
で

メ
ン
バ
ー
の
半
分
が
福
岡

を
離
れ
て
も
ず
っ
と
続
い

て
い
た
が
、
ひ
と
し
き
り

お
祝
い
事
も
落
ち
着
き
、

金
融
機
関
の
制
度
改
正
で

団
体
名
の
通
帳
作
成
が
で

き
な
く
な
っ
た
頃
、
最
後

の
会
計
で
あ
っ
た
私
は
会

費
徴
収
の
休
止
を
提
案
し
、

今
で
も
通
帳
を
解
約
し
た

現
金
と
旧
通
帳
等
を
保
管

し
て
い
る
。
年
賀
状
の
や

り
と
り
は
、
い
つ
も

「
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
会
」
を

し
た
い
ね
」
で
あ
る
。
仕

事
・
子
育
て
・
介

護
等
…
。
数
人
で

の
集
ま
り
は
時
々

あ
っ
て
も
、
全
員

が
集
合
で
き
る
機

会
は
こ
こ
二
十
年

以
上
な
い
。
「
残

金
を
七
人
で
割
る

と
一
人
当
た
り
一

万
円
に
も
満
た
な

い
が
、
こ
の
ま
ま

預
か
っ
て
お
く
の

も
ど
う
か
と
思

う
」
と
メ
ン
バ
ー

に
持
ち
か
け
て
も
、

「
残
金
が
あ
る
こ
と
」
＝

「
ナ
ポ
レ
オ
ン
会
が
存
続

し
て
い
る
こ
と
」
と
思
う

の
か
、
み
ん
な
現
金
受
領

を
望
ま
な
い
。
二
年
後
に

迫
っ
た
「
還
暦
」
に
何
と

し
て
も
全
員
集
合
し
て

「
ナ
ポ
レ
オ
ン
会
」
を
開

催
す
る
こ
と
が
、
最
近
の

メ
ン
バ
ー
の
目
標
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
ト
ラ
ン
プ
の

「
ナ
ポ
レ
オ
ン
」
も
や
り

た
い
の
で
、
ぼ
ち
ぼ
ち
記

憶
を
呼
び
戻
し
て
練
習
し

よ
う
と
思
う
。
き
っ
と
高

校
二
年
の
青
春
時
代
に
戻

れ
る
に
違
い
な
い
。
認
知

症
予
防
に
は
も
っ
て
こ
い

だ
。
福
高
は
私
に
生
涯
の

友
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く

れ
た
。
感
謝
。
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安
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永
年
私
淑
し
た
ピ
ッ
ツ

バ
ー
グ
大
学
教
授
ト
ー
マ

ス
E
.
ス
タ
ー
ズ
ル
先
生

が
、
今
年
三
月
五
日
、
九

十
歳
で
亡
く
な
ら
れ
た
。

「
臓
器
移
植
の
父
」
と
呼

ば
れ
る
先
生
は
、
不
治
の

病
に
苦
し
む
患
者
を
救
う

た
め
に
一
生
を
捧
げ
ら
れ

た
。
臓
器
移
植
は
、
今
日

で
は
世
界
に
広
く
普
及
し

て
い
る
が
、
肝
移
植
の
挑

戦
を
始
め
た
一
九
六
〇
年

代
に
は
、
〝
人
殺
し
医

者
〞
と
ま
で
呼
ば
れ
た
そ

う
だ
。
先
生
は
、
手
術
法

の
開
発
、
術
前
・
術
後
の

患
者
管
理
法
の
改
善
、
免

疫
抑
制
療
法
の
改
良
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
を
独
力
で

開
拓
し
て
き
た
。
新
し
い

薬
剤
シ
ク
ロ
ス
ポ
リ
ン
の

導
入
で
、
一
九
八
三
年
に

は
成
績
が
飛
躍
的
に
向
上

し
、
「
治
療
的
手
術
」
と

し
て
認
め
ら
れ
る
に
至
っ

た
。
二
十
一
世
紀
初
頭
、

先
生
は
〝
肝
臓
移
植
は
完

成
し
た
な
!
〞
と
感
慨
深

げ
に
私
に
語
っ
た
も
の
だ
。

先
生
は
、
二
千
二
百
の
論

文
を
発
表
し
、
ア
メ
リ
カ

で
最
高
の
名
誉
で
あ
る

National M
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や
ラ
ス
カ
ー
賞
を
受
け
、

何
度
も
ノ
ー
ベ
ル
賞
候
補

に
名
前
が
上
っ
た
。
し
か

し
こ
れ
ら
の
業
績
よ
り
も
、

先
生
の
最
大
の
功
績
は
命

の
瀬
戸
際
に
あ
る
患
者
を

臓
器
移
植
で
救
う
方
法
論

を
開
発
、
完
成
さ
せ
た
こ

と
だ
。
難
し
い
手
術
を
無

事
終
え
、
喜
ん
で
先
生
の

報
告
に
行
く
と
、
〝
一
喜

一
憂
す
る
な
。
み
ん
な
星

を
望
む
が
、
俺
た
ち
は
人

類
の
幸
せ
の
た
め
に
宇
宙

を
目
指
す
の
だ
。
〞
と
叱

ら
れ
も
し
た
。
昨
年
ノ
ー

ベ
ル
賞
を
受
賞
さ
れ
た
大

隅
先
輩
が
述
べ
ら
れ
た
よ

う
に
、
〝
人
が
し
な
い
こ

と
を
粘
り
強
く
探
求
す
る

こ
と
の
大
切
さ
〞
に
共
通

す
る
姿
勢
で
あ
る
。

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
は
、
ア
メ

リ
カ
の
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア

州
西
部
に
位
置
し
、
昔
は

鉄
鋼
業
で
有
名
だ
っ
た
が
、

近
年
は
大
学
を
中
心
と
す

る
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
が

盛
ん
で
、
「
世
界
の
移
植

の
メ
ッ
カ
」
と
呼
ば
れ
た

移
植
医
療
が
隆
盛
の
基
盤

で
あ
る
。

私
が
、
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
に

向
か
っ
た
の
は
、
一
九
八

四
年
一
月
。
九
州
大
学
第

一
外
科
の
新
米
外
科
医
の

時
に
三
十
二
歳
の
男
性
患

者
を
肝
臓
病
で
失
っ
た
の

が
契
機
だ
っ
た
。
死
亡
診

断
書
を
書
き
な
が
ら
、
ど

ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
良

い
、
ど
ん
な
に
長
く
か
か

る
と
も
、
こ
の
よ
う
な
患

者
を
救
え
る
医
者
に
な
ろ

う
と
決
心
し
た
。
当
時
、

日
本
の
肝
臓
外
科
は
未
熟

で
、
文
献
を
調
べ
て
、
い

つ
か
こ
の
人
に
つ
き
た
い

と
思
っ
た
の
が
、
ス
タ
ー

ズ
ル
先
生
だ
っ
た
。

先
生
は
、
仕
事
に
厳
し
く
、

言
い
訳
や
曖
昧
さ
を
許
さ

な
か
っ
た
。
三
日
連
続
で

徹
夜
の
手
術
を
し
た
私
に
、

〝
お
前
し
か
出
来
る
の
が

い
な
い
か
ら
〞
と
四
日
目

の
症
例
を
指
示
さ
れ
た
が
、

動
物
実
験
の
予
定
を
組
ん

で
い
る
と
断
っ
た
と
こ
ろ
、

そ
れ
か
ら
三
ケ
月
は
口
を

き
こ
う
と
も
し
な
い
。

〝
外
科
医
で
あ
る
以
上
、

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
か
ら
逃
げ
る
な
〞
と
い

う
教
育
だ
っ
た
。
し
か
し

仕
事
を
離
れ
る
と
、
や
さ

し
さ
と
ユ
ー
モ
ア
に
溢
れ

る
先
生
で
、
食
事
中
に
茶

碗
に
突
っ
伏
し
て
寝
て
し

ま
う
程
の
寝
不
足
の
と
き

に
、
先
生
の
言
葉
に
何
度

救
わ
れ
た
こ
と
か
。

い
つ
し
か
教
授
に
推
挙
さ

れ
、
大
き
な
家
に
住
み
、

社
会
的
に
も
経
済
的
に
も

安
定
し
て
い
た
が
、
〝
こ

れ
で
良
い
の
だ
ろ
う
か
〞

と
い
う
思
い
が
少
し
ず
つ

頭
を
も
た
げ
て
き
た
。
渡

米
早
期
に
、
「
こ
の
子
が

外
国
で
生
ま
れ
て
い
た
ら

移
植
で
助
か
る
も
の
を
、

日
本
人
と
し
て
生
ま
れ
て

不
幸
だ
」
と
い
う
子
供
を

失
っ
た
両
親
の
嘆
き
に
接

し
て
い
た
か
ら
だ
。
ま
た
、

三
人
の
日
本
人
患
者
の
手

術
を
し
た
が
、
そ
の
傍
ら

で
三
名
の
ア
メ
リ
カ
人
の

患
者
を
失
っ
た
。
〝
日
本

人
と
し
て
恥
ず
か
し
い
。

何
か
し
な
け
れ
ば
。
〞
と

い
う
思
い
か
ら
、
息
子
た

ち
が
全
員
大
学
生
に
な
っ

た
秋
に
、
帰
国
を
決
意
し

た
。
母
校
を
含
め
国
内
の

数
か
所
の
大
学
か
ら
誘
い

を
受
け
た
が
、
北
海
道
大

学
を
選
ん
だ
。
十
六
年
間

の
在
任
中
、
外
科
医
の
育

成
や
研
究
を
行
い
、
免
疫

抑
制
剤
無
し
で
拒
絶
反
応

を
起
こ
さ
な
い
「
免
疫
寛

容
」
誘
導
法
も
確
立
し
た
。

北
海
道
は
移
植
医
療
の
日

本
の
先
進
地
域
と
し
て
変

貌
し
た
。
子
供
や
孫
た
ち

が
い
る
ア
メ
リ
カ
に
帰
ろ

う
と
も
思
っ
た
が
、
三
十

年
ぶ
り
に
郷
里
に
帰
っ
て

き
た
。
多
く
の
同
級
生
の

熱
い
後
押
し
が
あ
っ
た
。

〝
日
本
の
た
め
に
何
か
し

な
け
れ
ば
〞
と
い
う
思
い

は
、
中
学
生
時
代
か
ら
読

ん
で
い
た
戦
没
学
徒
兵
の

手
記
に
よ
る
影
響
が
大
き

い
。
中
で
も
、
福
中
17
回

生
宅
島
徳
光
先
輩
の
私
家

本
「
く
ち
な
し
の
花
」
と

恋
人
八
重
子
の
本
は
、
今

で
も
書
架
の
一
角
を
占
め

て
い
る
。
〝
君
の
よ
う
に

優
し
い
乙
女
の
住
む
国
や
、

黄
昏
の
田
畑
の
中
で
顔
も

見
え
な
い
遠
く
か
ら
頭
を

下
げ
て
く
れ
る
子
供
た
ち

の
た
め
に
、
自
分
は
命
を

惜
し
ま
な
い
。
〞
と
八
重

子
に
書
き
送
っ
て
い
る
。

異
国
で
大
切
な
の
は
、
周

り
と
融
和
を
図
り
、
日
本

人
と
し
て
の
矜
持
を
保
つ

こ
と
だ
。
ア
メ
リ
カ
で
そ

れ
な
り
に
頑
張
れ
た
の
も
、

新
し
い
日
本
の
礎
を
創
る

た
め
に
命
を
捧
げ
た
多
く

の
若
者
の
お
蔭
だ
と
、
当

時
も
今
も
思
っ
て
い
る
。

福
高
創
立
九
十
周
年
記
念

と
し
て
山
本
健
二
先
輩
の

提
案
で
歌
曲
集
「
く
ち
な

し
の
花
」
の
C
D
が
出
さ

れ
、
在
校
生
や
卒
業
生
に

配
布
さ
れ
た
の
は
、
流
石
、

わ
が
母
校
と
嬉
し
く
思
う
。

臓
器
移
植
の
歴
史
や
、
方

法
、
適
応
な
ど
詳
し
い
こ

と
は
、
福
高
創
立
九
十
三

周
年
記
念
講
演
会
で
話
し
、

今
年
の
百
周
年
記
念
文
集

に
掲
載
さ
れ
る
。

日
本
の
移
植
医
療
は
、

「
移
植
法
案
」
が
成
立
し

て
二
十
年
後
の
今
で
も
、

低
開
発
国
だ
。
臓
器
移
植

は
、
患
者
（
レ
シ
ピ
エ
ン

ト
）
を
救
う
た
め
に
、
臓

器
を
提
供
す
る
人
（
ド

ナ
ー
）
が
必
要
だ
。
ド

ナ
ー
の
タ
イ
プ
に
よ
り
、

健
康
な
家
族
か
ら
の
「
生

体
間
移
植
」
、
心
臓
が
止

ま
っ
た
方
か
ら
の
「
心
停

止
後
移
植
」
、
脳
死
の
患

者
さ
ん
か
ら
の
「
脳
死
移

植
」
に
分
け
ら
れ
る
。
日

本
で
は
生
体
臓
器
移
植
が

主
流
だ
が
、
ド
ナ
ー
の
中

に
は
、
後
遺
症
に
苦
し
ん

だ
り
、
手
術
後
に
亡
く

な
っ
た
方
も
い
る
。
他
方
、

欧
米
や
韓
国
な
ど
で
は
脳

死
臓
器
移
植
が
一
般
的
だ
。

日
本
の
脳
死
臓
器
提
供
者

数
は
年
間
五
十
例
前
後
に

過
ぎ
な
い
が
、
ア
メ
リ
カ

は
八
千
例
以
上
、
韓
国
で

も
五
百
例
以
上
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
日
本
で
は
、

海
外
で
助
か
る
命
が
失
わ

れ
ざ
る
を
得
な
い
。
脳
死

が
理
解
さ
て
い
な
い
た
め

だ
。
脳
死
患
者
は
、
人
工

呼
吸
器
で
一
見
生
き
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
が
、
脳

は
血
液
が
供
給
さ
れ
な
い

た
め
に
ド
ロ
ド
ロ
に
溶
け

て
い
る
。
心
臓
は
一
週
間

前
後
で
止
ま
り
、
最
後
は

灰
に
な
る
。
そ
れ
ま
で
に

臓
器
提
供
が
さ
れ
る
と
、

不
治
の
病
に
苦
し
む
多
く

の
患
者
さ
ん
た
ち
が
助
か

る
の
だ
。

人
に
と
っ
て
最
も
大
切
な

も
の
は
、
「
命
」
だ
。
臓

器
移
植
は
、
ド
ナ
ー
と
い

う
臓
器
提
供
者
の
尊
い
遺

志
の
お
か
げ
で
、
「
命
」

を
取
り
戻
す
こ
と
が
出
来

る
。
ド
ナ
ー
よ
り
も
患
者

の
数
の
ほ
う
が
遥
か
に
多

く
、
従
っ
て
、
日
ご
ろ
か

ら
臓
器
提
供
に
つ
い
て
考

え
、
理
解
し
、
提
供
す
る

／
し
な
い
の
意
思
を
周
り

に
伝
え
て
お
く
こ
と
が
必

要
だ
。
今
で
は
、
意
思
表

示
カ
ー
ド
の
他
に
、
保
険

証
や
運
転
免
許
証
の
裏
に
、

意
思
を
記
載
す
る
欄
が
あ

る
。百

十
回
「
朝
ぼ
ら
け
」
に
、

18
回
同
級
生
幹
事
の
森
恍

二
郎
君
が
、
グ
リ
ー
ン
リ

ボ
ン
を
紹
介
し
て
く
れ
た
。

グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
は
、
日

本
多
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
・

ワ
ー
ク
が
配
布
す
る
移
植

医
療
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。

福
高
創
立
百
周
年
の
記
念

事
業
の
一
つ
と
し
て
、
我

ら
が
母
校
同
窓
会
で
、
移

植
医
療
推
進
の
た
め
の

「
グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
展
開
し
て

頂
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。

「
臓
器
移
植
」
と
い
う
生

き
る
た
め
の
大
切
な
治
療

法
を
私
た
ち
の
子
供
や
孫

達
に
遺
す
こ
と
は
、
先
の

戦
争
で
命
を
捧
げ
た
宅
島

先
輩
を
始
め
と
す
る
多
く

の
若
者
達
が
、
私
た
ち
の

世
代
に
託
し
た
使
命
の
一

つ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

福
高
18
回

 
「
臓
器
移
植
の
父
」ト
ー
マ
ス
E
・
ス
タ
ー
ズ
ル
先
生
と
私

グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン

1. 

ス
タ
ー
ズ
ル
先
生
の
死
去

2. 

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ

3. 

「
く
ち
な
し
の
花
」

5. 

終
わ
り
に

4. 

日
本
と
外
国
の
移
植
医
療
の
違
い

藤
堂 

省

―
福
中
・
福
高
同
窓
会
で「
グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
―

グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
は

世
界
的
な
移
植
医
療
の

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
す
。

先
生
が
八
十
歳
の
時
に

福高同窓会女性の
ページです。

カ ット

題 字

故 冬至堅太郎（中１１）

－紅 梅 会 旗より－　

　乃美　吉江（高８）

　
皆
さ
ん
。
「
ナ
ポ
レ
オ

ン
」
と
聞
い
て
、
何
を
思

い
浮
か
べ
ま
す
か
?
か
の

有
名
な
フ
ラ
ン
ス
の
軍

人
・
政
治
家
で
あ
る
「
ナ

ポ
レ
オ
ン
」
?
お
酒
の
好

き
な
あ
な
た
は
洋
酒
の

「
ナ
ポ
レ
オ
ン
」
?
私
に

と
っ
て
の
「
ナ
ポ
レ
オ

ン
」
は
ト
ラ
ン
プ
ゲ
ー
ム

の
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
」
な
の

で
す
。

　
遡
る
こ
と
約
四

十
年
前
の
四
月
某

日
。
福
岡
高
校
二

年
一
組
の
初
顔
合

わ
せ
の
日
。
集

ま
っ
た
女
子
メ
ン

バ
ー
を
見
て
誰
も

が
言
っ
た
。
「
ク

ラ
ス
マ
ッ
チ
優
勝

や
ね
」
当
時
、
女

子
学
生
は
学
年
の

約
四
分
の
一
。
話

し
た
こ
と
は
な
く

て
も
、
み
ん
な
顔

は
知
っ
て
い
た
。
も
ち
ろ

ん
上
品
な
メ
ン
バ
ー
も
い

た
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
や
ん
ち
ゃ
な
ク
ラ
ス
。

い
つ
の
間
に
か
昼
休
み
に

は
、
同
じ
女
子
学
生
七
人

で
ト
ラ
ン
プ
「
ナ
ポ
レ
オ

ン
」
を
す
る
毎
日
が
始

ま
っ
た
。
ト
ラ
ン
プ
を
学

校
に
持
ち
込
む
こ
と
は
本

当
は
ご
法
度
。
（
も
う
時

効
で
す
よ
ね
。
先
生
ご
め

ん
な
さ
い
）
見
つ
か
れ
ば

先
生
に
没
収
さ
れ
る
。
男

子
学
生
は
度
々
没
収
さ
れ

て
い
た
が
、
私
た
ち
は
没

収
を
免
れ
た
。
な
ぜ
な
ら

見
張
り
番
を
廊
下
に
立
て

た
か
ら
で
あ
る
。
直
近
の

ゲ
ー
ム
で
敗
者
に
な
る
と
、

「
ナ
ポ
レ
オ
ン
」
に
あ
や

か
り
「
島
流
し
」
と
言
っ

て
廊
下
で
見
張
り
番
に
あ

た
っ
た
。
学
校
だ
け
で
は

飽
き
足
ら
ず
、
メ
ン
バ
ー

宅
に
集
ま
っ
て
ト
ラ
ン
プ

に
没
頭
し
た
高
校
二
年
。

お
バ
カ
な
こ
と
を
一
緒
に

や
っ
た
悪
友
と
は
長
く
縁

が
続
く
も
の
で
あ
る
。
高

校
を
卒
業
し
た
私
た
ち
は
、

「
ナ
ポ
レ
オ
ン
会
」
な
る

も
の
を
結
成
し
、
ト
ラ
ン

プ
に
興
じ
た
り
、
誕
生
日

ご
と
に
集
ま
っ
て
は
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
買
っ
て
会
食
を

し
た
。
そ
の
う
ち
社
会
人

と
な
り
知
恵
も
つ
い
て
く

る
と
「
会
則
」
も
作
っ
た
。

会
費
を
徴
収
し
、
公
務
員

俸
給
表
を
基
準
に
結
婚
・

出
産
時
の
祝
い
金
額
を
設

定
す
る
（
毎
年
変
わ
る
し
、

百
円
単
位
）
と
い
う
徹
底

ぶ
り
で
あ
る
。
会
計
係
は

一
年
ご
と
に

交
代
し
た
。

通
帳
の
名
義

は
「
ナ
ポ
レ

オ
ン
」
、
印

鑑
も
た
し
か

「
菜
穂
玲

子
?
」
で

あ
っ
た
。
お

お
ら
か
な
時

代
で
あ
る
。

結
婚
式
の
ご

祝
儀
は
た
め

て
い
る
会
費

か
ら
毎
回
包

む
の
で
、
お

祝
い
事
が
続

い
て
も
出
費
に
頭
を
悩
ま

せ
る
必
要
は
な
か
っ
た
が
、

金
額
が
端
数
と
な
る
た
め
、

受
付
で
紙
幣
の
お
祝
金
を

渡
し
た
後
、
婚
礼
後
に
端

数
の
小
銭
を
ジ
ャ
ラ
ジ
ャ

ラ
い
わ
せ
て
花
嫁
へ
渡
し

て
い
た
。
転
勤
や
結
婚
で

メ
ン
バ
ー
の
半
分
が
福
岡

を
離
れ
て
も
ず
っ
と
続
い

て
い
た
が
、
ひ
と
し
き
り

お
祝
い
事
も
落
ち
着
き
、

金
融
機
関
の
制
度
改
正
で

団
体
名
の
通
帳
作
成
が
で

き
な
く
な
っ
た
頃
、
最
後

の
会
計
で
あ
っ
た
私
は
会

費
徴
収
の
休
止
を
提
案
し
、

今
で
も
通
帳
を
解
約
し
た

現
金
と
旧
通
帳
等
を
保
管

し
て
い
る
。
年
賀
状
の
や

り
と
り
は
、
い
つ
も

「
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
会
」
を

し
た
い
ね
」
で
あ
る
。
仕

事
・
子
育
て
・
介

護
等
…
。
数
人
で

の
集
ま
り
は
時
々

あ
っ
て
も
、
全
員

が
集
合
で
き
る
機

会
は
こ
こ
二
十
年

以
上
な
い
。
「
残

金
を
七
人
で
割
る

と
一
人
当
た
り
一

万
円
に
も
満
た
な

い
が
、
こ
の
ま
ま

預
か
っ
て
お
く
の

も
ど
う
か
と
思

う
」
と
メ
ン
バ
ー

に
持
ち
か
け
て
も
、

「
残
金
が
あ
る
こ
と
」
＝

「
ナ
ポ
レ
オ
ン
会
が
存
続

し
て
い
る
こ
と
」
と
思
う

の
か
、
み
ん
な
現
金
受
領

を
望
ま
な
い
。
二
年
後
に

迫
っ
た
「
還
暦
」
に
何
と

し
て
も
全
員
集
合
し
て

「
ナ
ポ
レ
オ
ン
会
」
を
開

催
す
る
こ
と
が
、
最
近
の

メ
ン
バ
ー
の
目
標
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
ト
ラ
ン
プ
の

「
ナ
ポ
レ
オ
ン
」
も
や
り

た
い
の
で
、
ぼ
ち
ぼ
ち
記

憶
を
呼
び
戻
し
て
練
習
し

よ
う
と
思
う
。
き
っ
と
高

校
二
年
の
青
春
時
代
に
戻

れ
る
に
違
い
な
い
。
認
知

症
予
防
に
は
も
っ
て
こ
い

だ
。
福
高
は
私
に
生
涯
の

友
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く

れ
た
。
感
謝
。

32

※集合写真の被写体の
皆さま。無断掲載ご
めんなさい。

志賀高原でのスキー旅行。行き帰りの電車の中でも「トランプ」三昧。

Ｉちゃんの家で「ナポレオン」　もちろん手に持っているのはトランプです。

２年１組で行った夏休みの「上野峡キャンプ」

体育祭では踊り子でした。

「
ナ
ポ
レ
オ
ン
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平
成
二
十
八
年
十
一

月
二
十
日
（
日
）
、
ホ

テ
ル
オ
ー
ク
ラ
福
岡
に

お
き
ま
し
て
、
第
四
十

八
回
紅
梅
会
総
会
を
無

事
に
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
多
く
の

同
窓
生
、
来
賓
の
皆
様

に
ご
来
場
い
た
だ
き
、

約
三
百
名
の
方
々
と
盛

況
に
会
を
執
り
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
こ
と

を
、
当
番
幹
事
52
回
生

一
同
、
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
51
回
生
の
先
輩
方
か

ら
の
バ
ト
ン
を
受
け
継

ぎ
、
六
月
総
会
準
備
か

ら
一
年
半
以
上
に
も
及

ぶ
同
窓
会
活
動
で
、
私

た
ち
は
多
く
の
も
の
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
ま
ず
は
『
仲
間
と
の

絆
』
で
す
。
高
校
を
卒

業
し
て
か
ら
な
か
な
か

会
う
機
会
も
な
く
、
お

互
い
仕
事
や
家
事
・
育

児
な
ど
で
慌
た
だ
し
く

過
ご
し
て
き
た
私
た
ち

が
、
こ
の
同
窓
会
活
動

で
十
五
年
以
上
ぶ
り
に

再
会
し
、
ひ
と
つ
の
目

標
に
向
か
っ
て
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
時
に

は
意
見
が
合
わ
ず
、
話

が
進
ま
な
い

こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、

そ
れ
で
も

「
頑
張
ろ

う
!
」
と
励

ま
し
あ
っ
て

共
に
濃
い
時

間
を
過
ご
し

て
き
た
仲
間

と
は
、
こ
れ

か
ら
先
も
深
い
関
係
を

築
い
て
い
け
る
も
の
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
つ
ぎ
に

『
福
岡
高
校

の
同
窓
生
の

つ
な
が
り
』

で
す
。
様
々

な
と
こ
ろ
で

福
高
の
先
輩

方
や
後
輩
た

ち
と
出
会

い
、
会
話
が

弾
み
、
新
た

な
ご
縁
を
結

ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

改
め
て
『
福
高
生
』
と

し
て
の
誇
り
を
感
じ
た

も
の
で
す
。

　
今
年
度
の
紅
梅
会
総

会
の
テ
ー
マ
は
『
逢‐あ

い
‐
』
〜
つ
な
が
る
縁

〜
。
福
岡
高
校
で
多
く

の
仲
間
と
出
逢
い
、
卒

業
し
て
か
ら
も
「
福

高
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
で
つ
な
が
る
縁
が
あ

り
、
こ
れ
か
ら
も
そ
の

ご
縁
が
ま
す
ま
す
広

が
っ
て
い
き
ま
す
よ
う

に
と
の
思
い
を
込
め
て

テ
ー
マ
を
考
え
ま
し

た
。
平
成
二
十
九
年
度

に
創
立
百
周
年
を
迎
え

る
福
岡
高
校
の
新
た
な

歴
史
へ
の
か
け
橋
と
し

て
、
第
四
十
八
回
紅
梅

会
総
会
を
開
催
で
き
ま

し
た
こ
と
を
、
大
変
光

栄
に
思
う
と
と
も
に
、

多
く
の
皆
様
に
お
褒
め

の
言
葉
を
い
た
だ
き
嬉

し
い
限
り
で

す
。
こ
の
同
窓

会
活
動
を
通
じ

て
得
た
も
の

は
、
私
た
ち
に

と
っ
て
か
け
が

え
の
な
い
財
産

で
あ
り
、
こ
の

経
験
が
こ
れ
か

ら
の
自
分
た
ち

の
自
信
に
つ
な

が
っ
て
い
く
も

の
だ
と
確
信
し

て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
多
く
の
先
輩

方
の
ご
支
援
に
よ
り
今

の
私
た
ち
が
あ
る
こ
と

を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か

ら
も
福
岡
高
校
の
同
窓

生
と
し
て
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
、
後
輩
た
ち

を
支
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
支
援
に
よ

り
、
私
た
ち
52
回
生
も

こ
の
大
役
を
無
事
に
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
こ
と
を
、
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
今
後

と
も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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デ
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た
ち
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新
た
な
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財
産
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今
年
か
ら
福
高
の
修
学

旅
行
は
、
海
外
と
国
内
の

選
択
に
な
り
ま
し
た
。

本
校
の
修
学
旅
行
は
、

現
在
の
第
二
学
年
（
71
回

生
）
か
ら
、
海
外
は
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
、
国
内
は
東

京
・
関
西
を
訪
れ
る
内
容

に
変
わ
り
ま
し
た
（
本
年

度
は
十
一
月
十
二
日
〜
十

六
日
の
期
間
）
。
そ
の
中

で
、
様
々
な
分
野
で
活
躍

さ
れ
る
先
輩
方
の
職
場
を

訪
問
し
た
り
、
お
話
し
を

聞
い
た
り
す
る
キ
ャ
リ
ア

研
修
を
企
画
し
て
い
ま

す
。東

京
福
中
・
福
高
同
窓

会
、
関
西
福
中
・
福
高
同

窓
会
の
皆
様
、
さ
ら
に
は

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
在
住
の
同

窓
生
の
方
々
に
は
、
す
で

に
御
協
力
を
御
快
諾
い
た

だ
き
、
厚
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

生
徒
の
将
来
の
進
路
や

人
生
観
に
刺
激
と
な
る
充

実
し
た
研
修
に
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
同
窓
生
の

皆
様
の
御
協
力
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

現
在
、
旅
行
社
と
調
整

し
な
が
ら
行
程
の
具
体
的

な
計
画
を
作
成
し
て
お
り

ま
す
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
研

修
に
お
い
て
は
、
職
場
訪

問
や
、
現
地
の
学
生
（
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立
大
学

等
）
と
の
交
流
な
ど
も
企

画
し
て
お
り
ま
す
が
、
御

協
力
い
た
だ
け
る
同
窓
生

の
方
を
探
し
て
お
り
ま

す
。現

地
在
住
の
方
や
、
現

地
で
の
研
修
に
御
協
力
い

た
だ
け
る
方
の
御
連
絡
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

福
中
・
福
高
同
窓
会
副

会
長
白
石
正
彦
氏
（
高
17

回
）
が
平
成
二
十
九
年
三

月
十
三
日
に
ご
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
心
か
ら
哀
悼
の

意
を
表
し
ま
す
。

同
窓
会
副
会
長
・
福
中

福
高
同
窓
会
奨
学
財
団
専

務
理
事
・
百
周
年
記
念
事

業
実
行
委
員
会
会
計
委
員

長
等
々
の
重
責
を
担
わ
れ

同
窓
会
の
発
展
に
大
い
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
特
筆

す
べ
き
は
現
在
の
財
団
法

人
福
中
・
福
高
同
窓
会
奨

学
財
団
の
基
礎
と
な
る
八

尋
奨
学
会
の
創
設
に
あ
た

り
粉
骨
砕
身
さ
れ
た
事
で

あ
り
、
そ
の
業
績
は
同
窓

生
一
同
大
い
に
感
謝
す
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

四
月
二
十
六
日
、
春
日

公
園
球
技
場
に
て
、
永
年

の
ラ
イ
バ
ル
校
と
し
て
学

業
と
ス
ポ
ー
ツ
で
切
磋
琢

磨
す
る
修
猷
館
高
校
を
お

招
き
し
て
、
ラ
グ
ビ
ー
の

試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

雨
合
羽
が
必
要
な
雨
脚

の
生
憎
の
天
気
で
し
た

が
、
両
校
生
徒
で
満
席
と

な
っ
た
ス
タ
ン
ド
か
ら
選

手
た
ち
に
声
援
を
送
り
ま

し
た
。

試
合
は
、
前
半
開
始

早
々
ト
ラ
イ
と
ゴ
ー
ル
を

決
め
福
高
が
７―

０
で
折

り
返
し
、
後
半
は
コ
ン
ス

タ
ン
ト
に
ト
ラ
イ
と
ゴ
ー

ル
を
決
め
、
ト
ー
タ
ル
５

ト
ラ
イ
・
５
ゴ
ー
ル
の
35

―

０
で
福
高
が
記
念
試
合

を
勝
利
で
見
事
に
飾
り
ま

し
た
。

試
合
後
は
、
両
校
の
今

後
の
善
き
関
係
継
続
を
宣

い
合
う
エ
ー
ル
交
換
が
雨

空
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

（
野
球
の
試
合
は
中
止
に

な
り
ま
し
た
。
）

Greetings!
My name is Andrew Mayberry and I am an E.A.S. 
(English Activity Supporter) this year at Fukuoka High 
School. The program is now in its second year and 
focuses on the goal of English immersion education in 
subjects other than English (ex. science, history, etc) at 
high level schools. E.A.S. is a 3 year “pilot program” 
that is exclusive to Fukuoka City. As a bit of back-
ground on myself, I went to university to study Biology 
(with a focus on human anatomy and physiology) and 
continued on to receive a professional degree in Chiro-
practic. I am from Atlanta, Georgia in America and 
moved to Japan with my wife (an ALT) in the summer of 
2015. This year I am teaching here at Fukuoka High 
School as well as Kokura High School. I look forward to 
my time here at Fukuoka High School as well as work-
ing with the students.

今
年
度
、
本
校
は

県
か
ら
「
グ
ロ
ー
バ

ル
人
財
育
成
強
化
事

業
」
の
強
化
校
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
指
導
員
と
し
て
、

A
ndrew

 M
ayberry

先
生
が
週
三
日

（
月
・
水
・
木
）
本

校
に
来
ら
れ
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
英
語

以
外
の
授
業
に
お
い
て
テ
ィ
ー
ム
・

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
を
行
い
、
そ
の
教
科
科
目

の
知
識
を
英
語
で
理
解
・
表
現
す
る
こ
と

に
よ
り
、
生
徒
の
論
理
的
思
考
力
・
判
断

力
・
表
現
力
・
実
践
的
英
語
力
の
向
上
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
を
通
じ
て

本
校
生
徒
の
英
語
力
が
向
上
し
グ
ロ
ー
バ

ル
人
財
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

修
学
旅
行
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
と
お
願
い

連絡先： 福岡高等学校
TEL： 092-651-4265
FAX： 092-632-5038

第2学年主任
杉山 英明（高35回）

e-mail： sugiyama-h@fku.ed.jp

●
お
願
い

Andrew Mayberry 先生
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中
･
福
高
同
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会
長

ラ
グ
ビ
ー
招
待
試
合

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

白
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正
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氏
（
高
17
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）
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周
年
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EAS (English Activity Supporter英語活動指導員)
の紹介の紹介

百
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（高22）上 妻 克 彦

公認会計士・税理士

東区馬出1－9－6
Tel ６４１－５３８６

自宅・東区香椎台1－3－4
Tel ６８２－５６００

本社／博多区博多駅南5丁目10-13
Tel　４３１－４１３１

（高23）

（高25）

吉弘直彦

因幡克昭

(株)旭 工 務 店

東区松田１丁目１２－４１
Tel　６１１－５６４７

http://www.kawano-ind.co.jp

代表取締役社長

（高２４）河 野 武 司

河野産業株式会社上下水道用濾材製造販売

日本水道協会（JWWA）認定工場

常務取締役

（高24回）永田　誠
本社　　　　〒811-0322
本社事業所　福岡県福岡市東区大岳2丁目1番1号
　　　　　　TEL.092-603-0415（代）
　　　　　　FAX.092-603-2431
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